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共
謀
共
同
正
犯
に
お
け
る
「
優
越
支
配
共
同
正
犯
説
」
の
検
討

共
謀
共
同
正
犯
の
「
正
犯
性
」・「
共
犯
性
」
の
一
考
察
㈥

関

哲

夫

一

序

本
稿
の
課
題

二

共
犯
性
説

１

共
同
意
思
主
体
説
（
以
上
、
國
士
舘
大
学
・
國
士
舘

法
学
三
五
号
（
二
〇
〇
三
年
）
九
九
〜
一
四
〇
頁
）

２

共
同
意
思
関
係
説
（
以
上
、
國
士
舘
大
学
・
國
士
舘

法
学
四
二
号
（
二
〇
〇
九
年
）
二
五
〜
六
〇
頁
）

三

正
犯
性
説

１

は
じ
め
に

２

形
式
的
実
行
行
為
説
（
以
上
、
國
學
院
大
學
・
國
學

院
法
學
四
九
巻
三
号
（
二
〇
一
一
年
）
一
〜
四
〇
頁
）

３

間
接
正
犯
類
似
説

実
質
的
実
行
行
為
説
・
そ
の

１

（
以
上
、
國
學
院
大
學
・
國
學
院
法
學
五
一
巻

四
号
（
二
〇
一
四
年
）
六
五
〜
九
四
頁
）

４

行
為
支
配
説

実
質
的
実
行
行
為
説
・
そ
の
２

（
以
上
、
國
學
院
大
學
・
國
學
院
法
學
五
三
巻
四
号

（
二
〇
一
六
年
）
一
〜
五
〇
頁
）

５

優
越
支
配
共
同
正
犯
説

実
質
的
実
行
行
為
説
・

そ
の
３

⑴

は
し
が
き

⑵

内

容

⑶

特

徴

⑷

小

括
（
以
上
、
本
誌
本
号
）
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三

正
犯
性
説
（
承
前
）

５

優
越
支
配
共
同
正
犯
説

実
質
的
実
行
行
為
説
・
そ
の
３

⑴

は
し
が
き

優
越
支
配
共
同
正
犯
説
の
内
容
に
入
る
前
に
、
こ
の
説
の
理
解
を
容
易
に
す
る
た
め
に
、
正
犯
概
念
と
実
行
行
為
概
念
と
の
関
係
に

関
す
る
モ
デ
ル
論
、
及
び
、
そ
こ
に
お
け
る
優
越
支
配
共
同
正
犯
説
の
位
置
を
再
度
確
認
し
て
お
き

１
）

た
い
。

①

正
犯
の
基
軸

ど
の
よ
う
な
要
素
を
軸
に
し
て
正
犯
を
規
定
す
る
か
、
と
い
う
問
い
に
対
し
て
、
ま
ず
、
実
行
行
為
を
軸
に

し
、「
正
犯＝

実
行
行
為
の
分
担
者
」
と
い
う
命
題
を
前
提
に
し
て
正
犯
を
規
定
す
る
実
行
行
為
基
軸
論
が
存
在
す
る
。
こ
の
実
行
行

為
基
軸
論
に
は
、
そ
の
軸
と
な
る
実
行
行
為
の
概
念
を
記
述
的
・
類
型
的
に
把
握
す
る
形
式
的
実
行
行
為
説
、
す
な
わ
ち
、「
正
犯＝

形
式
的
実
行
行
為
の
分
担
者
」
と
解
し
、
記
述
的
・
類
型
的
に
把
握
さ
れ
た
基
本
法
律
要
件
に
該
当
す
る
実
行
行
為
を
行
う
者
が
正
犯

で
あ
り
、
基
本
法
律
要
件
を
修
正
し
て
得
ら
れ
た
拡
張
法
律
要
件
に
該
当
す
る
行
為
を
行
う
者
が
共
犯
で
あ
る
と
す
る
見
解
と
、
実
行

行
為
の
概
念
を
規
範
的
・
価
値
的
に
把
握
す
る
実
質
的
実
行
行
為
説
、
す
な
わ
ち
、「
正
犯＝

実
質
的
実
行
行
為
の
分
担
者
」
と
解
し
、

規
範
的
・
価
値
的
に
把
握
さ
れ
た
現
実
的
・
具
体
的
に
危
険
な
実
行
行
為
を
行
う
者
が
正
犯
で
あ
り
、
そ
れ
以
外
の
行
為
で
正
犯
の
実

現
す
る
犯
罪
に
加
功
す
る
者
が
共
犯
で
あ
る
と
す
る
見
解
と
が
あ
る
。

ど
の
よ
う
な
要
素
を
軸
に
し
て
正
犯
を
規
定
す
る
か
、
と
い
う
問
い
に
対
し
て
、
次
に
、「
正
犯＝

実
行
行
為
の
分
担
者
」
と
い
う

命
題
に
拘
泥
せ
ず
、
正
犯
を
考
究
す
る
視
点
を
実
行
行
為
か
ら
正
犯
そ
の
も
の
へ
と
移
す
実
行
行
為
遊
離
論
が
存
在
す
る
。
こ
れ
は
、

正
犯
概
念
を
規
定
す
る
要
素
そ
の
も
の
を
考
究
す
る
こ
と
で
正
犯
を
規
定
し
よ
う
と
す
る
見
解
で
、
正
犯
性
基
軸
論
と
称
す
る
こ
と
も
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で
き
る
。
こ
の
正
犯
性
基
軸
論
に
は
、
そ
の
正
犯
概
念
を
記
述
的
・
類
型
的
に
把
握
す
る
形
式
的
正
犯
性
具
備
説
、
す
な
わ
ち
、「
正

犯＝
形
式
的
な
正
犯
性
要
素
を
具
備
す
る
者
」
と
解
し
、
記
述
的
・
類
型
的
に
把
握
さ
れ
た
形
式
的
な
正
犯
性
の
要
素
を
具
備
す
る
者

が
正
犯
で
あ
り
、
正
犯
性
の
要
素
を
具
備
す
る
こ
と
な
く
犯
罪
の
実
現
に
加
功
す
る
者
が
共
犯
で
あ
る
と
す
る
見
解
と
、
正
犯
概
念
を

規
範
的
・
価
値
的
に
把
握
す
る
実
質
的
正
犯
性
具
備
説
、
す
な
わ
ち
、「
正
犯＝

実
質
的
な
正
犯
性
要
素
を
具
備
す
る
者
」
と
解
し
、

規
範
的
・
価
値
的
に
把
握
さ
れ
た
実
質
的
な
正
犯
性
の
要
素
を
具
備
す
る
者
が
正
犯
で
あ
り
、
正
犯
性
の
要
素
を
具
備
す
る
こ
と
な
く

犯
罪
の
実
現
に
加
功
す
る
者
が
共
犯
で
あ
る
と
す
る
見
解
と
が
あ
る
。

正
犯
性

実
行
行
為
性

形
式
的
正
犯
性
基
軸
論

実
質
的
正
犯
性
基
軸
論

実
行
行
為
基
軸
論

形
式
的
実
行
行
為
説

実
質
的
実
行
行
為
説

正
犯
性
基
軸
論＝

実
行
行
為
遊
離
論

形
式
的
正
犯
性
具
備
説

実
質
的
正
犯
性
具
備
説

実
行
行
為
基
軸
論
と
正
犯
性
基
軸
論
と
は
、
正
犯
を
規
定
す
る
軸
を
実
行
行
為
に
置
く
か
、
正
犯
性
そ
の
も
の
に
置
く
か
に
違
い
が

あ
る
。
た
だ
、
実
行
行
為
基
軸
論
の
う
ち
の
形
式
的
実
行
行
為
説
も
、
正
犯
性
基
軸
論
の
う
ち
の
形
式
的
正
犯
性
具
備
説
も
、
同
じ
く

記
述
的
・
類
型
的
な
要
素
を
も
っ
て
正
犯
を
規
定
し
よ
う
と
す
る
点
で
類
似
し
た
思
考
法
を
採
っ
て
い
る
し
、
実
行
行
為
基
軸
論
の
う

ち
の
実
質
的
実
行
行
為
説
も
、
正
犯
性
基
軸
論
の
う
ち
の
実
質
的
正
犯
性
具
備
説
も
、
同
じ
く
規
範
的
・
価
値
的
な
要
素
を
も
っ
て
正

犯
を
規
定
し
よ
う
と
す
る
点
で
類
似
し
た
思
考
法
を
採
っ
て
い
る
。

②

優
越
支
配
共
同
正
犯
説
の
位
置

優
越
支
配
共
同
正
犯
説
は
、
共
同
正
犯
は
単
独
正
犯
と
同
様
の
意
味
に
お
い
て
正
犯
で
あ

る
と
す
る
正
犯
性
説
で
あ
り
、
ま
た
、
正
犯
概
念
に
つ
い
て
、
実
行
行
為
を
軸
に
し
て
正
犯
を
規
定
す
る
実
行
行
為
基
軸
論
、
し
か

も
、
そ
の
う
ち
の
形
式
的
実
行
行
為
説
を
そ
の
出
発
点
と
し
て
い
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
し
か
し
、
後
に
明
ら
か
に
な
る
よ
う
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に
、
優
越
支
配
共
同
正
犯
説
は
、
次
第
に
規
範
的
・
価
値
的
な
観
点
を
強
く
打
ち
出
す
よ
う
に
な
り
、
実
質
的
実
行
行
為
説
へ
と
大
き

く
傾
斜
し
た
だ
け
で

２
）

な
く
、
正
犯
性
説
に
立
ち
な
が
ら
も
、
次
第
に
共
同
正
犯
の
共
同
性
・
共
犯
性
に
も
着
目
し
、
個
人
責
任
の
原
理

に
団
体
的
責
任
の
原
理
を
加
え
て
い
く
よ
う
に
な
る
の
で
あ
る
。

優
越
支
配
共
同
正
犯
説
を
実
質
的
実
行
行
為
説
に
分
類
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
形
式
的
実
行
行
為
説
で
は
な
い
か
、
あ
る
い
は
形

式
的
実
行
行
為
説
と
実
質
的
実
行
行
為
説
と
の
総
合
説
で
は
な
い
か
と
い
う
異
論
が
出
さ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
こ
の
説
の

軸
足
は
、
も
は
や
形
式
的
実
行
行
為
説
に
は
な
く
実
質
的
実
行
行
為
説
に
あ
る
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。
こ
の
点
の
考
察
は
本
項
で
の

後
の
考
察
に
譲
る
こ
と
に
し
て
、
実
質
的
実
行
行
為
説
に
分
類
で
き
る
の
は
、
優
越
支
配
共
同
正
犯
説
の
ほ
か
、
間
接
正
犯
類
似
説
、

行
為
支
配
説
、
及
び
準
実
行
共
同
正
犯
説
で
あ
る
。
間
接
正
犯
類

３
）

似
説
及
び
行
為
支

４
）

配
説
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
考
察
し
た
。
準
実
行

共
同
正
犯
説
は
、
共
同
正
犯
は
共
犯
で
あ
る
と
と
も
に
正
犯
で
あ
る
と
す
る
「
共
犯
・
正
犯
性
説
」
な
の
で
、
そ
の
項
で
取
り
扱
う
こ

と
に
す
る
。

③

優
越
支
配
共
同
正
犯
説
の
論
者

優
越
支
配
共
同
正
犯
説
は
、
周
知
の
よ
う
に
、
大
塚
仁
氏
が
主
張
し
た

５
）

見
解
で
あ
り
、
そ

も
そ
も
の
立
脚
点
は
構
成
要
件
の
理
論
、
そ
の
定
型
的
な
思
考
法
に
あ
る
の
で
あ
り
、
共
謀
共
同
正
犯
の
理
論
を
否
定
す
る
立
場
か
ら

主
張
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
点
は
、
大
塚
氏
自
身
に
よ
っ
て
も
、
優
越
支
配
共
同
正
犯
説
の
考
え
方
は
共
謀
共
同
正
犯
の
理
論
を

肯
定
す
る
も
の
で
は
な
い
と
強
調
さ
れ
て
い
る
。

大
塚
氏
の
優
越
支
配
共
同
正
犯
説
に
つ
い
て
、
佐
久
間
修
氏
は
「
優
越
的
行
為
支
配
説
」
と
呼
称
し
、
こ
の
見
解
は
、「
行
為
支
配

説
に
含
み
う
る
か
は
明
ら
か
で
な
い
」
け
れ
ど
も
、「
よ
り
実
質
的
に
共
同
『
実
行
』
を
把
握
し
よ
う
と
す
る
点
で
は
、
近
年
に
お
け

る
構
成
要
件
論
の
進
展
と
軌
を
一
に

６
）

す
る
」
と
評
し
て
い
る
。
佐
久
間
氏

７
）

自
身
は
、
大
塚
氏
の
優
越
支
配
共
同
正
犯
説
を
踏
ま
え
つ

つ
、（
共
謀
）
共
同
正
犯
の
正
犯
性
と
と
も
に
共
犯
性
を
も
考
慮
し
、
共
謀
共
同
正
犯
の
集
団
犯
的
性
格
を
重
視
す
る
見
解
を
主
張
し
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て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
意
味
で
、
佐
久
間
氏
の
見
解
を
優
越
支
配
共
同
正
犯
説
（
氏
の
い
う
「
優
越
的
行
為
支
配
説
」）
に
分

類
す
る
と
し
た
ら
、
正
確
さ
を
欠
く
こ
と
に
な
ろ
う
。
し
か
し
、
佐
久
間
氏
の
見
解
は
、
大
塚
氏
の
優
越
支
配
共
同
正
犯
説
を
意
識

し
、
そ
れ
を
踏
ま
え
た
う
え
で
、
そ
の
不
足
を
補
い
、
修
正
を
加
え
、
発
展
さ
せ
た
見
解
と
評
す
る
こ
と
も
で
き
る
よ
う
に
思
う
。
そ

の
意
味
で
、
こ
の
項
で
佐
久
間
氏
の
見
解
を
考
察
す
る
こ
と
は
、
あ
な
が
ち
不
適
当
と
は
い
え
な
い
と
考
え
る
し
、
そ
れ
は
、
む
し
ろ

優
越
支
配
共
同
正
犯
説
の
見
解
の
特
徴
や
問
題
点
を
逆
照
射
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
期
待
す
る
。
そ
こ
で
、
こ
の
項
で
佐

久
間
氏
の
見
解
に
も
若
干
触
れ
る
こ
と
に
し
た
い
。

以
下
、
優
越
支
配
共
同
正
犯
説
の
論
者
と
し
て
、
大
塚
仁
氏
の
論
述
を
一
人
称
の
形
で
紹
介
し
、
そ
の
特
徴
を
指
摘
し
た
後
、
こ
の

説
に
つ
い
て
若
干
の
考
察
を
加
え
、
併
せ
て
佐
久
間
氏
の
見
解
に
も
触
れ
る
こ
と
に
す
る
。

１
）

関
哲
夫
「
共
謀
共
同
正
犯
に
お
け
る
『
形
式
的
実
行
行
為
説
』
の
検
討

共
謀
共
同
正
犯
の
『
正
犯
性
』・『
共
犯
性
』
の
一
考
察
㈢

」
國
學

院
大
學
・
國
學
院
法
學
四
九
巻
三
号
（
二
〇
一
一
年
）
二
〜
七
頁
参
照
。

２
）

記
述
的
・
類
型
的
な
観
点
か
ら
規
範
的
・
価
値
的
な
観
点
へ
の
傾
斜
は
、
未
遂
犯
と
不
能
犯
の
区
別
に
関
し
、「
社
会
通
念
を
基
礎
と
し
て
犯
罪
行

為
を
定
型
化
」
し
た
「
構
成
要
件
的
な
実
行
行
為
」
の
要
件
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
「
犯
罪
実
現
へ
の
現
実
的
危
険
性
」
の
有
無
を
規
準
と
す
る
こ
と

に
も
見
ら
れ
る
。
大
塚
仁
・
刑
法
概
説
（
総
論
）（
第
四
版
）（
二
〇
〇
八
年
）
二
六
九
〜
二
七
一
頁
参
照
。

３
）

関
哲
夫
「
共
謀
共
同
正
犯
に
お
け
る
『
間
接
正
犯
類
似
説
』
の
検
討

共
謀
共
同
正
犯
の
『
正
犯
性
』・『
共
犯
性
』
の
一
考
察
㈣

」
國
學
院

大
學
・
國
學
院
法
學
五
一
巻
四
号
（
二
〇
一
四
年
）
六
五
〜
九
四
頁
参
照
。

４
）

関
哲
夫
「
共
謀
共
同
正
犯
に
お
け
る
『
行
為
支
配
説
』
の
検
討

共
謀
共
同
正
犯
の
『
正
犯
性
』・『
共
犯
性
』
の
一
考
察
㈤

」
國
學
院
大

學
・
國
學
院
法
學
五
三
巻
四
号
（
二
〇
一
六
年
）
二
〜
八
頁
参
照
。

５
）

大
塚
仁
氏
の
共
謀
共
同
正
犯
論
に
つ
い
て
は
、
大
塚
仁
・
犯
罪
論
の
基
本
問
題
（
一
九
八
二
年
）
三
三
四
〜
三
四
一
頁
、
大
塚
仁
・
刑
法
の
焦
点

P
a
rt

２
「
共
犯
」（
一
九
八
五
年
）
三
七
〜
四
〇
頁
、
大
塚
仁
「
共
同
正
犯
の
本
質
」
法
学
教
室
一
〇
九
号
（
一
九
八
九
年
）
二
〇
〜
三
五
頁
、
大
塚
仁

「
荘
子
教
授
の
共
謀
共
同
正
犯
理
論
」
荘
子
邦
雄
先
生
古
稀
祝
賀
・
刑
事
法
の
思
想
と
理
論
（
一
九
九
一
年
）
一
五
五
〜
一
七
四
頁
、
福
田
平＝

大
塚
仁
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「〔
対
談
〕
最
近
の
重
要
判
例
に
見
る
刑
法
理
論
上
の
諸
問
題

５
・
上
）」
現
代
刑
事
法
六
四
号
（
二
〇
〇
四
年
）
四
〜
一
七
頁
、
大
塚
仁
・
刑
法
概
説

（
総
論
）（
第
四
版
）（
二
〇
〇
八
年
）
三
〇
一
〜
三
〇
七
頁
参
照
。

６
）

佐
久
間
修
・
刑
法
総
論
（
二
〇
〇
九
年
）
三
六
五
頁
。
ま
た
、
佐
久
間
修
「
共
同
正
犯
に
お
け
る
集
団
犯
罪
の
法
理
」
齊
藤
誠
二
先
生
古
稀
記
念
・

刑
事
法
学
の
現
実
と
展
開
（
二
〇
〇
三
年
）
三
〇
〇
頁
、
三
〇
四
頁
参
照
。
大
塚
仁
氏
自
身
は
、「
他
人
を
道
具
と
し
て
利
用
す
る
間
接
正
犯
者
と
、
共

謀
共
同
正
犯
に
お
け
る
単
な
る
共
謀
者
と
が
、
は
た
し
て
ま
っ
た
く
同
じ
意
味
で
行
為
支
配
を
も
ち
う
る
の
か
ど
う
か
は
疑
問
だ
」（
大
塚
仁
・
犯
罪
論

の
基
本
問
題
〔
一
九
八
二
年
〕
三
三
九
頁
）、「
私
は
、
こ
の
よ
う
な
観
念
（
行
為
支
配
論
の
い
う
行
為
支
配
と
い
う
観
念

括
弧
内
引
用
者
）
を
と
く

に
正
犯
の
標
識
と
す
る
こ
と
は
無
用
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
」（
大
塚
仁
「
共
同
正
犯
の
本
質
」
法
学
教
室
一
〇
九
号
〔
一
九
八
九
年
〕
二
六
頁
）、

「
私
は
、
行
為
支
配
の
観
念
を
用
い
る
立
場
を
支
持
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
」（
福
田
平＝

大
塚
仁
「〔
対
談
〕
最
近
の
重
要
判
例
に
見
る
刑
法
理
論

上
の
諸
問
題

５
・
上
）」
現
代
刑
事
法
六
四
号
（
二
〇
〇
四
年
）
一
三
頁
に
お
け
る
大
塚
氏
の
発
言
。）
と
明
言
し
て
お
り
、
大
塚
氏
の
見
解
を
「
優
越

的
行
為
支
配
説
」
と
し
て
行
為
支
配
説
に
分
類
す
る
の
は
、
必
ず
し
も
正
確
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。

７
）

佐
久
間
修
氏
の
共
謀
共
同
正
犯
論
に
つ
い
て
は
、
佐
久
間
修
「
正
犯
と
共
犯
の
概
念
」
現
代
刑
事
法
一
号
（
一
九
九
九
年
）
九
五
〜
一
〇
〇
頁
、
佐

久
間
修
「
共
犯
の
概
念
」
法
学
教
室
二
五
五
号
（
二
〇
〇
一
年
）
一
六
〜
一
九
頁
、
佐
久
間
修
「
共
同
正
犯
に
お
け
る
集
団
犯
罪
の
法
理
」
齊
藤
誠
二
先

生
古
稀
記
念
・
刑
事
法
学
の
現
実
と
展
開
（
二
〇
〇
三
年
）
二
九
七
〜
三
一
五
頁
、
佐
久
間
修
・
刑
法
総
論
（
二
〇
〇
九
年
）
三
六
〇
〜
三
六
七
頁
、
佐

久
間
修
「
共
謀
共
同
正
犯
を
め
ぐ
る
諸
問
題
」
法
律
時
報
八
五
巻
一
号
（
二
〇
一
三
年
）
二
二
〜
二
七
頁
、
佐
久
間
修
・
刑
法
総
論
の
基
礎
と
応
用
（
二

〇
一
五
年
）
二
一
頁
以
下
参
照
。

⑵

内

容

①

正
犯
・
共
同
正
犯
の
意
義

実
質
的
観
点
に
お
い
て
考
察
す
る
と
き
は
、
正
犯
と
は
、
当
該
犯
罪
を
実
現
し
た
こ
と
に
つ

い
て
、
第
一
次
的
な
責
任
を
負
担
す
べ
き
も
の
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
共
犯
と
は
、
正
犯
を
通
し
て
そ
の
犯
罪
の
実
現
に
加
わ
っ
た
こ

と
に
よ
っ
て
、
第
二
次
的
な
責
任
を
課
せ
ら
れ
る
べ
き
も
の
」、
す
な
わ
ち
、「
正
犯
は
、
み
ず
か
ら
直
接
的
に
そ
の
犯
罪
を
実
現
し
た

か
（
直
接
正
犯
）、
あ
る
い
は
、
こ
れ
と
法
的
に
同
視
し
う
る
形
態
に
お
い
て
、
他
人
を
道
具
と
し
て
利
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
そ
の
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犯
罪
を
実
現
し
た
（
間
接
正
犯
）
こ
と
を
要
す
る
の
に
対
し
て
、
共
犯
は
、
そ
の
よ
う
な
正
犯
を
、
教
唆
し
、
ま
た
は
幇
助
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
そ
の
犯
罪
の
実
現
に
関
与
し
た
も
の
な
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
構
成
要
件
論
的
立
場
に
お
い
て
、
こ
れ
を
形
式
的
に
表
現

す
る
と
き
は
、
正
犯
が
、
基
本
的
構
成
要
件
に
該
当
す
る
実
行
行
為
を
行
う
も
の
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
共
犯
は
、
そ
れ
ぞ
れ
、
修
正

さ
れ
た
構
成
要
件
に
該
当
す
る
教
唆
行
為
、
幇
助
行
為
に
よ
っ
て
、
正
犯
の
実
行
行
為
に
加
担
す
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き

１
）

よ
う
。」
こ
の
場
合
、「
共
同
正
犯
の
構
成
要
件
は
、
行
為
の
主
体
が
二
人
以
上
の
者
で
あ
る
点
で
、
単
独
犯
の
構
成
要
件
を
修
正
し
た

も
の
で
あ
る
が
、
実
行
行
為
の
観
点
で
は
、
形
式
的
に
は
、
基
本
的
構
成
要
件
の
性
格
を
保
持
し
て
い
る
こ
と
に
注
意
す
べ
き
で

２
）

あ
る
。」

②

共
同
正
犯
の
処
罰
根
拠

共
同
正
犯
の
処
罰
根
拠
は
、
形
式
的
に
は
、
二
人
以
上
の
者
の
行
為
が
共
同
正
犯
の
構
成
要
件

に
該
当
し
、
違
法
で
あ
る
と
と
も
に
、
各
行
為
者
に
責
任
の
あ
る
こ
と
で
あ
り
、
ま
た
、
実
質
的
観
点
か
ら
は
、
そ
れ
ら
の
者
に
よ
る

共
同
実
行
行
為
が
、
相
互
的
に
利
用
・
補
充
し
合
う
依
存
協
力
関
係
の
も
と
に
そ
の
犯
罪
を
惹
起
し
、
法
益
の
侵
害
（
危
険
）
を
生
じ

さ
せ
た
こ
と
で

３
）

あ
る
」。
換
言
す
れ
ば
、
共
同
正
犯
の
処
罰
に
つ
い
て
、「
形﹅
式﹅
的﹅
観﹅
点﹅
か
ら
す
れ
ば
、
共
同
正
犯
の
修
正
さ
れ
た
構
成

要
件
に
該
当
す
る
行
為
が
な
さ
れ
た
こ
と
、
そ
れ
が
違
法
で
あ
る
こ
と
、
行
為
者
に
責
任
が
あ
る
こ
と
が
必
要
で
す
」
が
、「
実﹅
質﹅
上﹅
、

と
く
に
問
題
と
さ
れ
る
の
は
、
二
人
以
上
の
者
が
共
同
し
て
実
行
し
た
と
こ
ろ
に
つ
い
て
共
同
者
の
す
べ
て
が
何
故
に
『
皆
正
犯
ト
』

し
て
扱
わ
れ
る
の
か
、
つ
ま
り
、
自
分
の
行
為
だ
け
で
な
く
、
他
の
共
同
者
の
行
為
に
つ
い
て
も
責
任
を
問
わ
れ
る
の
か
」
に
あ
る

が
、
こ
れ
は
、「
二
人
以
上
の
共
同
者
の
行
為
が
相
互
的
に
利
用
・
補
充
の
関
係
に
立
つ
こ
と
に
よ
り
ま
す
。
そ
の
関
係
は
、
共
同
実

行
の
意
思
お
よ
び
共
同
実
行
の
事
実
に
よ
っ
て
主
観
・
客
観
両
面
か
ら
支
え
ら
れ
る
の

４
）

で
す
。」（
傍
点
原
文
）

③

共
同
正
犯
の
要
件

共
同
正
犯
と
は
、「
二
人
以
上
共
同
し
て
犯
罪
を
実
行
し
た
」（
六
〇
条
）
場
合
を
い
い
、
こ
れ
が
成
立

す
る
に
は
、「
二
人
以
上
の
行
為
者
に
、
主
観
的
に
共
同
実
行
の
意
思
（
共
同
加
功
の
意
思
、
意
思
の
連
絡
）
が
存
在
す
る
こ
と
と
と

39 共謀共同正犯における「優越支配共同正犯説」の検討 (関 哲夫)



も
に
、
客
観
的
に
共
同
実
行
の
事
実
（
共
同
加
功
の
事
実
、
行
為
の
分
担
）
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
」
が
必
要
で

５
）

あ
る
。

主
観
要
件
で
あ
る
共
同
実
行
の
意
思
と
は
、「
二
人
以
上
の
行
為
者
が
共
同
し
て
実
行
行
為
を
行
お
う
と
す
る
意
思
、
す
な
わ
ち
、

あ
る
犯
罪
を
実
現
す
る
に
つ
い
て
、
行
為
者
同
士
が
相
互
的
に
そ
れ
ぞ
れ
の
行
為
を
利
用
し
合
い
、
補
充
し
合
っ
て
目
的
を
遂
げ
よ
う

と
す
る
意
思
」
を
意
味
し
、
客
観
要
件
で
あ
る
共
同
実
行
の
事
実
と
は
、「
二
人
以
上
の
行
為
者
が
共
同
し
て
あ
る
犯
罪
を
実
行
す
る

こ
と
」
を
意
味
し
、「
実
行
行
為
以
外
の
行
為
が
協
力
し
て
な
さ
れ
て
も
、
共
同
正
犯
は
成
立
し

６
）

な
い
。」

④

共
謀
共
同
正
犯
と
刑
法
六
〇
条

共
謀
共
同
正
犯
を
肯
定
す
る
立
場
が
本
来
企
図
す
る
と
こ
ろ
は
、「
い
わ
ゆ
る
共
謀
者
中

に
は
、
現
に
実
行
行
為
を
担
当
し
た
者
よ
り
も
そ
の
背
後
に
ひ
そ
む
大
物
的
存
在
が
あ
り
う
る
こ
と
に
着
眼
し
、
こ
れ
に
対
し
て
、
正

犯
者
と
し
て
の
可
罰
性
を
与
え
よ
う
と
す
る
」
こ
と
に
あ
り
、「
そ
の
趣
旨
は
適
当
だ
と
お
も
う
」
が
、
し
か
し
、「
共
謀
共
同
正
犯
が

共
同
正
犯
と
さ
れ
る
た
め
に
は
、
直
接
実
行
行
為
を
分
担
し
な
か
っ
た
単
な
る
共
謀
者
に
も
、
共
同
実
行
の
事
実
が
認
め
ら
れ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
」
の
で
あ
り
、「
そ
の
よ
う
な
者
も
、
単
な
る
共
謀
者
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
限
り
、『
共
同
し
て
犯
罪
を
実
行
し
た
者
』
と

解
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。」
そ
の
意
味
で
、
共
謀
共
同
正
犯
の
観
念
を
肯
定
す
る
こ
と
は
、「
明
ら
か
に
刑
法
六
〇
条
の
文
理
に
反

７
）

す
る
」。

結
局
の
と
こ
ろ
、「
わ
た
く
し
は
、
共
謀
共
同
正
犯
の
観
念
は
、
刑
法
六
〇
条
の
厳
格
な
解
釈
に
適
合
し
え
な
い
も
の
と
考
え
て
い

ま
す
。
そ
の
場
合
に
は
、
二
人
以
上
の
行
為
者
間
に
共
同
実
行
の
意
思
は
あ
り
ま
し
ょ
う
が
、
共
同
実
行
の
事
実
が
あ
る
こ
と
に
つ
い

て
は
、
右
に
引
用
し
た

８
）

判
例
お
よ
び

９
）

学
説
の
説
明
を
聞
い
て
も
、
到
底
、
納
得
し
え
な
い
か
ら
で
す
。」
そ
し
て
、
共
謀
の
観
念
を

「
昭
和
三
三
年
五
月
二
八
日
の
最
高
裁
大
法
廷
判
決
の
示
し
て
い
る
よ
う
に
、
制
限
し
た
か
ら
と
い
っ
て
、
共
謀
だ
け
で
実
行
行
為
が

あ
る
と
い
え
な
い
こ
と
は
当
然
で
あ
る
」
か
ら
、「
共
謀
共
同
正
犯
の
観
念
は
、
み
と
め
ら
れ
る
べ
き
で
な
い
で
し

10
）

ょ
う
。」

⑤

実
行
行
為
の
規
範
的
理
解
と
共
同
の
実
行

実
行
行
為
と
は
、
犯
罪
実
現
の
現
実
的
危
険
性
を
含
む
行
為
で
す
が
、
た
と
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え
ば
、
間
接
正
犯
の
場
合
に
、
利
用
者
が
被
利
用
者
を
犯
罪
に
誘
致
す
る
行
為
が
実
行
行
為
と
解
さ
れ
る
よ
う
に
、
あ
る
程
度
の
規
範

的
理
解
が
可
能
で
あ
り
、
ま
た
、
必
要
で
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
見
地
か
ら
し
ま
す
と
、
単
な
る
共
謀
者
の
中
に
も
、
直
接
の
実
行
担
当

者
と
同
様
に
、
実
行
者
と
評
価
さ
れ
る
べ
き
者
が
み
ら
れ
る
と
思
う
の

11
）

で
す
。」
す
な
わ
ち
、「
実
行
行
為
の
観
念
は
、
元
来
、
構
成
要

件
に
該
当
す
る
事
実
的
な
行
為
を
基
本
と
し
つ
つ
も
、
そ
れ
だ
け
に
限
ら
れ
ず
、
た
と
え
ば
、
間
接
正
犯
に
お
け
る
利
用
者
の
被
利
用

者
を
犯
罪
に
誘
致
す
る
行
為
や
、
原
因
に
お
い
て
自
由
な
行
為
に
つ
い
て
の
行
為
者
の
責
任
能
力
の
あ
る
状
態
で
の
原
因
行
為
な
ど
の

よ
う
に
、
一
定
の
範
囲
に
お
い
て
は
、
規
範
的
な
も
の
で
も
あ
り
う
る
の
で
あ
る
。
共
同
正
犯
に
お
け
る
共
同
実
行
の
事
実
に
つ
い
て

も
、
共
同
者
の
各
自
に
現
に
実
行
の
分
担
が
な
さ
れ
た
場
合
だ
け
で
な
く
、
実
行
を
担
当
し
た
者
の
行
為
と
そ
れ
を
行
わ
せ
た
者
の
行

為
と
が
、
規
範
的
に
一
体
化
し
て
共
同
の
実
行
と
解
さ
れ
る
場
合
に
も
、
そ
れ
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら

12
）

な
い
。」

⑥

準
間
接
正
犯
概
念
の
提
唱

例
え
ば
、
暴
力
団
の
親
分
が
子
分
に
向
か
っ
て
あ
る
犯
罪
を
行
う
こ
と
を
命
じ
た
場
合
、「
子

分
は
、
親
分
の
命
令
に
心
理
的
に
は
強
く
拘
束
さ
れ
ま
す
が
、
当
然
に
、
身
体
的
な
自
由
を
失
う
ま
で
に
は
い
た
っ
て
い
る
わ
け
で
は

な
く
、
命
令
に
し
た
が
う
の
が
嫌
な
ら
ば
、
逃
亡
す
る
と
か
、
警
察
に
保
護
を
求
め
る
な
ど
の
自
由
も
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
多
い
で

し
ょ
う
。
そ
の
限
り
に
お
い
て
、
子
分
は
間
接
正
犯
の
道
具
に
当
た
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
子
分
が
暴
力
団
員
と
し
て

と
ど
ま
ろ
う
と
す
る
限
り
は
、
親
分
の
命
令
に
反
す
る
行
動
を
と
る
こ
と
は
き
わ
め
て
困
難
で
す
。
そ
し
て
、
命
令
に
し
た
が
っ
て
そ

の
犯
罪
を
実
行
す
れ
ば
、
子
分
自
身
に
、
実
行
行
為
が
み
と
め
ら
れ
、
そ
の
犯
罪
が
成
立
す
る
こ
と
は
当
然
で
す
が
、
一
方
の
親
分
の

行
為
に
つ
い
て
も
、
子
分
に
命
令
し
て
、
右
の
よ
う
な
拘
束
を
与
え
る
こ
と
は
、
単
な
る
教
唆
以
上
の
こ
と
を
や
っ
て
い
る
の
で
あ

り
、
間
接
正
犯
者
の
誘
致
行
為
に
準
じ
る
強
制
的
性
質
の
行
為
と
し
て
、
法
律
上
、
実
行
行
為
に
あ
た
る
も
の
と
評
価
し
て
よ
い
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
し
て
、
子
分
の
実
行
行
為
と
相
ま
っ
て
当
該
犯
罪
を
実
現
し
た
も
の
と
し
て
、
そ
こ
に
共
同
正
犯
を
み
と
め
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る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
こ
れ
は
、
ま
さ
に
、
間
接
正
犯
に
準
じ
る
場
合
で
あ
り
、
準
間
接
正
犯
と
い
っ
て
も
よ

い
か
と
思
い
ま
す
。」
こ
の
場
合
、「
命
令
を
下
す
者
が
、
命
令
を
う
け
る
者
に
対
し
て
、
一
定
の
社
会
的
関
係
に
お
い
て
圧
倒
的
な
優

越
的
地
位
に
立
っ
て
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
受
命
者
の
自
由
を
奪
っ
て
道
具
と
す
る
程
度
に
は
い
た
ら
な
い
が
、
そ
れ
に
準
じ
る
心
理

的
拘
束
を
与
え
う
る
状
況
に
あ
る
場
合
」
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の

13
）

で
す
。

⑦

共
謀
と
実
行
行
為

単
な
る
共
謀
者
は
、
物
理
的
に
は
実
行
行
為
を
し
て
い
な
い
の
で
す
が
、
そ
の
共
謀
行
為
の
特
別
の

意
味
か
ら
み
て
、
規
範
的
に
そ
れ
を
実
行
行
為
と
評
価
す
る
こ
と
が
で
き
る
な
ら
ば
、
実
行
行
為
を
行
っ
た
者
と
の
間
に
共
同
実
行
を

認
め
る
こ
と
が
可
能
で
あ
り
、
共
同
正
犯
と
解
し

14
）

得
る
」。
す
な
わ
ち
、「
共
謀
者
が
、
実
行
行
為
を
担
当
し
た
者
を
心
理
的
に
支
配
し

た
り
、
強
く
規
制
し
て
実
行
行
為
を
方
向
づ
け
た
り
し
て
い
る
場
合
に
は
、
そ
こ
に
は
、
規
範
的
観
点
か
ら
、
実
行
行
為
を
共
同
に
し

て
い
る
と
評
価
し
う
る
も
の
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
も
っ
と
も
、
厳
密
に
い
う
と
、
そ
の
場
合
は
、
間
接
正
犯
の
場
合
と
は
同
一
で
は

な
い
」
の
で
す
が
、「
と
も
か
く
そ
れ
を
実
行
行
為
と
評
価
す
る
一
つ
の
根
拠
に
は
な
し
得
る
と
考
え

15
）

ま
す
。」

結
局
の
と
こ
ろ
、「
私
は
、
物
理
的
な
実
行
行
為
を
担
当
し
な
い
共
謀
者
が
、
実
行
行
為
を
担
当
す
る
者
の
行
為
を
優
越
的
立
場
に

お
い
て
利
用
支
配
し
て
実
行
に
い
た
ら
せ
て
い
る
場
合
に
は
、
共
同
正
犯
と
し
て
扱
う
こ
と
が
適
当
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
と
考
え
て
い

る
わ
け

16
）

で
す
。」

⑧

優
越
支
配
共
同
正
犯
の
意
義

こ
う
し
て
、「
従
来
、
一
般
に
共
謀
共
同
正
犯
と
さ
れ
て
き
た
も
の
の
中
、
実
行
行
為
を
担

当
し
な
い
共
謀
者
が
、
社
会
観
念
上
、
実
行
行
為
を
行
っ
た
者
に
比
べ
て
圧
倒
的
に
優
越
し
た
地
位
に
立
ち
、
実
行
担
当
者
に
強
い
心

理
的
影
響
を
与
え
、
事
実
上
、
そ
の
実
行
行
為
を
拘
束
し
て
自
ら
の
犯
罪
意
思
の
実
現
に
利
用
し
て
い
る
と
み
ら
れ
る
場
合
に
は
、
そ

の
優
越
し
た
地
位
に
基
づ
く
実
行
担
当
者
へ
の
影
響
か
ら
、
規
範
的
観
点
に
お
い
て
は
、
共
謀
者
も
実
行
担
当
者
と
共
に
共
同
実
行
の

事
実
を
示
し
た
も
の
と
評
価
し
う
る
の
で
あ
り
、
そ
こ
に
共
同
正
犯
を
認
め
る
こ
と
が
で

17
）

き
る
」。
こ
れ
は
、
む
し
ろ
「
優
越
支
配
共
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同
正
犯
」
と
で
も
呼
ぶ
べ
き
も
の
で
、「
従
来
、
共
謀
共
同
正
犯
の
観
念
中
に
含
め
ら
れ
て
い
た
も
の
で
は
あ
り
ま
す
が
、『
共
謀
』
共

同
正
犯
と
は
別
異
の
も
の
で
あ
る
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の

18
）

で
す
。」

こ
の
点
、
共
謀
共
同
正
犯
を
肯
定
す
る
判
例
が
意
図
し
た
と
こ
ろ
は
、「
共
同
の
犯
行
に
関
与
し
、
現
実
的
な
実
行
行
為
そ
の
も
の

は
担
当
し
な
い
が
、
社
会
観
念
上
、
実
行
行
為
を
担
当
し
た
者
以
上
の
大
物
で
あ
っ
て
、
実
行
行
為
者
に
強
い
影
響
を
与
え
て
そ
の
行

為
を
行
わ
せ
た
と
み
ら
れ
る
者
を
、
教
唆
者
と
し
て
扱
う
こ
と
は
適
当
で
な
く
、
よ
り
重
い
第
一
次
的
な
犯
罪
で
あ
る
正
犯
を
共
同
し

て
行
う
者
と
し
て
処
罰
し
よ
う
と
し
た
趣
旨
で
は
な
か
っ
た
か
と
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
私
の
優
越
支
配
共
同
正
犯
は
、
こ
の
よ
う
な
認

識
に
適
う
も
の
で
あ
り

19
）

ま
す
。」
ま
た
、「『
造
意
者
』
を
『
首
』
と
し
て
扱
っ
た
律
の
法
制
の
下
で
、『
造
意
者
』
が
、
単
な
る
教
唆
者

に
と
ど
ま
ら
ず
、
犯
罪
を
主
謀
し
、
他
の
共
犯
者
に
支
配
的
な
影
響
を
与
え
て
そ
の
犯
罪
を
行
わ
せ
た
者
で
あ
る
と
し
ま
す
と
、
そ
れ

は
、
正
に
優
越
支
配
共
同
正
犯
者
に
外
な
ら
な
い
の
で
あ
り
ま
す
。
私
は
、
刑
法
六
〇
条
の
共
同
正
犯
の
中
に
、
こ
の
よ
う
な
わ
が
国

古
来
の
伝
統
的
な
考
え
方
を
も
活
か
し
た
解
釈
を
加
え
う
る
の
で
は
な
い
か
と
解
す
る
わ
け
で
あ
り

20
）

ま
す
。」

⑨

優
越
支
配
者
と
実
行
担
当
者
と
の
共
同
実
行

私
が
優
越
支
配
共
同
正
犯
を
共
同
正
犯
と
解
す
る
の
は
、
実
行
行
為
を
担

当
し
な
い
者
が
優
越
支
配
者
と
し
て
の
地
位
を
有
す
る
と
き
は
、
そ
れ
に
よ
っ
て
、
実
行
担
当
者
と
の
共
同
実
行
が
あ
っ
た
も
の
と
規

範
的
に
理
解
し
う
る
と
考
え
る
か
ら
で
す
。
そ
れ
は
、
従
来
か
ら
一
般
に
行
わ
れ
て
い
る
構
成
要
件
該
当
性
に
つ
い
て
の
規
範
的
判
断

の
一
環
と
し
て
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
い

21
）

ま
す
。」
そ
の
限
り
で
、
優
越
支
配
共
同
正
犯
説
は
、「
判
例
が
共
謀
共
同
正
犯
と
し

て
扱
っ
て
き
た
も
の
の
う
ち
、
優
越
支
配
共
同
正
犯
と
呼
び
う
る
場
合
を
共
同
正
犯
と
解
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
共
謀
共
同

正
犯
を
認
め
る
も
の
で
は
あ
り
ま

22
）

せ
ん
。」
す
な
わ
ち
、「
共
同
正
犯
者
と
し
て
の
優
越
支
配
者
と
実
行
担
当
者
と
の
関
係
」
は
、「
間

接
正
犯
に
お
け
る
利
用
者
と
被
利
用
者
と
の
関
係
に
、
形
式
的
に
は
類
似
し
て
い
る
よ
う
に
み
え
る
と
こ
ろ
が
あ
る
と
し
て
も
、
法
的

に
は
全
く
異
な
」
る
の
で
あ
り
、「
間
接
正
犯
に
お
け
る
実
行
行
為
は
、
利
用
者
の
被
利
用
者
を
利
用
す
る
行
為
に
つ
い
て
認
め
ら
れ
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る
の
で
あ
っ
て
、
被
利
用
者
の
行
う
と
こ
ろ
は
、
当
該
犯
罪
に
関
し
て
は
、
利
用
者
の
道
具
的
意
味
し
か
な
く
、
実
行
行
為
と
な
り
う

る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
に
対
し
て
、
優
越
支
配
共
同
正
犯
に
お
け
る
優
越
支
配
者
と
被
支
配
者
と
は
、
と
も
に
共
同
正
犯
者

な
の
で
あ
っ
て
、
共
同
実
行
者
と
し
て
の
法
的
地
位
は
平
等
で
あ
り
、
対
等
な
の

23
）

で
す
。」

１
）

大
塚
仁
・
刑
法
概
説
（
総
論
）（
第
四
版
）（
二
〇
〇
八
年
）
二
八
一
頁
参
照
。

２
）

大
塚
仁
・
注
１
文
献
・
二
八
一
頁
注
10
。

３
）

大
塚
仁
・
注
１
文
献
・
二
九
〇
〜
二
九
一
頁
。

４
）

大
塚
仁
・
刑
法
の
焦
点P

a
rt

２
「
共
犯
」（
一
九
八
五
年
）
三
七
頁
、
三
八
頁
。

５
）

大
塚
仁
・
注
１
文
献
・
二
九
一
頁
参
照
。

６
）

大
塚
仁
・
注
１
文
献
・
二
九
一
頁
、
二
九
九
頁
。

７
）

大
塚
仁
・
注
１
文
献
・
三
〇
三
頁
、
三
〇
六
頁
参
照
。

８
）

大
塚
仁
氏
は
、
戦
前
の
判
例
と
し
て
大
連
判
昭
和
一
一
・
五
・
二
八
刑
集
一
五
・
七
一
五
を
、
戦
後
の
判
例
と
し
て
練
馬
事
件
・
最
大
判
昭
和
三

三
・
五
二
八
刑
集
一
二
・
八
・
一
七
一
八
を
批
判
的
に
考
察
し
て
い
る
。
大
塚
仁
・
犯
罪
論
の
基
本
問
題
（
一
九
八
二
年
）
三
三
四
〜
三
三
七
頁
、
大
塚

仁
・
注
１
文
献
・
三
〇
三
〜
三
〇
五
頁
参
照
。

９
）

大
塚
仁
氏
は
、
戦
前
の
学
説
と
し
て
草
野
豹
一
郎
氏
の
共
同
意
思
主
体
説
を
、
戦
後
の
学
説
と
し
て
藤
木
英
雄
氏
の
間
接
正
犯
類
似
説
及
び
平
場
安

治
氏
の
行
為
支
配
説
を
批
判
的
に
検
討
し
て
い
る
。
大
塚
仁
・
犯
罪
論
の
基
本
問
題
（
一
九
八
二
年
）
三
三
五
〜
三
三
九
頁
、
大
塚
仁
・
注
１
文
献
・
三

〇
三
〜
三
〇
五
頁
参
照
。

10
）

大
塚
仁
・
注
９
文
献
・
三
三
九
頁
参
照
。
ま
た
、
大
塚
仁
・
注
１
文
献
・
三
〇
六
〜
三
〇
七
頁
も
参
照
。

11
）

大
塚
仁
・
注
９
文
献
・
三
四
〇
頁
。
ま
た
、
大
塚
仁
・
注
１
文
献
・
三
〇
一
頁
以
下
も
参
照
。

12
）

大
塚
仁
「
荘
子
教
授
の
共
謀
共
同
正
犯
理
論
」
荘
子
邦
雄
先
生
古
稀
祝
賀
・
刑
事
法
の
思
想
と
理
論
（
一
九
九
一
年
）
一
六
九
〜
一
七
〇
頁
。

13
）

大
塚
仁
・
注
９
文
献
・
三
四
〇
〜
三
四
一
頁
参
照
。

14
）

大
塚
仁
「
共
同
正
犯
の
本
質
」
法
学
教
室
一
〇
九
号
（
一
九
八
九
年
）
三
五
頁
。
ま
た
、
大
塚
仁
・
注
１
文
献
・
三
〇
七
頁
も
参
照
。
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15
）

大
塚
仁
・
注
14
文
献
・
三
五
頁
。

16
）

大
塚
仁
・
注
14
文
献
・
三
五
頁
。

17
）

大
塚
仁
・
注
14
文
献
・
三
三
頁
。
ま
た
、
大
塚
仁
・
注
１
文
献
・
三
〇
七
頁
。

18
）

大
塚
仁
・
注
９
文
献
・
三
四
一
頁
。
ま
た
、
大
塚
仁
・
注
14
文
献
・
三
三
頁
、
大
塚
仁
・
注
１
文
献
・
三
〇
七
頁
も
参
照
。

19
）

大
塚
仁
・
注
14
文
献
・
三
三
頁
。

20
）

大
塚
仁
・
注
14
文
献
・
三
三
頁
。
ま
た
、
大
塚
仁
・
注
１
文
献
・
三
〇
七
頁
注
39
も
参
照
。

21
）

福
田
平＝
大
塚
仁
「〔
対
談
〕
最
近
の
重
要
判
例
に
見
る
刑
法
理
論
上
の
諸
問
題

５
・
上
）」
現
代
刑
事
法
六
四
号
（
二
〇
〇
四
年
）
一
四
頁
に
お

け
る
大
塚
氏
の
発
言
。

22
）

福
田
平＝

大
塚
仁
・
注
21
文
献

５
・
上
）・
一
三
頁
に
お
け
る
大
塚
氏
の
発
言
。

23
）

福
田
平＝

大
塚
仁
・
注
21
文
献

５
・
上
）・
一
四
頁
に
お
け
る
大
塚
氏
の
発
言
。

⑶

特

徴

以
上
、
大
塚
氏
自
ら
が
命
名
し
た
優
越
支
配
共
同
正
犯
説
の
論
述
内
容
を
や
や
詳
し
く
紹
介
し
た
。
こ
れ
ら
の
論
述
を
踏
ま
え
、
以

下
で
は
、
そ
の
主
な
特
徴
を
指
摘
し
て
み
た
い
。

①

構
成
要
件
論
に
立
脚
し
た
実
行
行
為
基
軸
論

こ
の
説
の
論
者
が
、
構
成
要
件
の
理
論
を
出
発
点
と
し
、
構
成
要
件
の
も
つ

記
述
的
・
類
型
的
な
枠
組
み
・
定
型
を
前
提
に
し
て
犯
罪
論
を
構
成
し
よ
う
と
す
る
一
つ
の
表
現
が
、
正
犯
と
共
犯
の
区
別
に
お
い

て
、
基
本
的
法
律
要
件
に
該
当
す
る
行
為
を
規
準
と
す
る
立
場
で
あ
り
、
共
同
正
犯
の
正
犯
性
を
重
視
す
る
考
え
方
で
も
あ
る
。
す
な

わ
ち
、
こ
の
説
の
特
徴
と
し
て
、
正
犯
と
共
犯
と
の
区
別
に
お
い
て
、
基
本
的
法
律
要
件
に
該
当
す
る
実
行
行
為
を
規
準
と
す
る
、
ま

さ
に
実
行
行
為
基
軸
論
が
採
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
点
は
、「
実
行
行
為
を
行
っ
た
者
が
正
犯
で
あ
り
、
実
行
行
為
以
外
の
行

為
を
も
っ
て
実
行
行
為
に
関
与
す
る
者
が
共
犯
で
あ
る
と
い
う
区
別
の
規
準
は
、
決
し
て
形
式
的
な
条
文
の
語
句
の
み
に
従
っ
た
内
容
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の
空
虚
な
も
の
で
は
」
な
く
、「
実
行
行
為
は
、
構
成
要
件
に
該
当
す
る
行
為
と
し
て
、
主
観
、
客
観
両
面
の
要
素
を
含
む
も
の
」
で

あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
、「
こ
の
考
え
は
、
単
な
る
客
観
説
で
は
な
い
」
の
で
あ
り
、「
主
観
、
客
観
の
両
面
を
考
慮
し
た
総
合
的
な
見
解
」

に
ほ
か
な
ら

１
）

な
い
と
い
う
論
述
や
、「
構
成
要
件
論
的
立
場
に
お
い
て
、
こ
れ
を
形
式
的
に
表
現
す
る
と
き
は
、
正
犯
が
、
基
本
的
構

成
要
件
に
該
当
す
る
実
行
行
為
を
行
う
も
の
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
共
犯
は
、
そ
れ
ぞ
れ
、
修
正
さ
れ
た
構
成
要
件
に
該
当
す
る
教
唆

行
為
、
幇
助
行
為
に
よ
っ
て
、
正
犯
の
実
行
行
為
に
加
担
す
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き

２
）

よ
う
」
と
い
う
論
述
に
よ
っ
て
、
端

的
に
表
現
さ
れ
て
い
る
。

②

実
質
的
実
行
行
為
説
へ
の
傾
斜

し
か
し
、
こ
う
し
た
論
者
の
論
述
で
注
目
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
論
者

が
、
正
犯
と
共
犯
の
区
別
の
た
め
に
提
示
し
て
い
る
「
基
本
的
構
成
要
件
に
該
当
す
る
実
行
行
為
」
と
い
う
規
準
が
、
記
述
的
・
類
型

的
観
点
か
ら
摘
出
さ
れ
た
形
式
的
規
準
で
あ
る
こ
と
が
自
認
さ
れ
て
い
る
に
と
ど
ま
ら
ず
、
規
範
的
・
価
値
的
観
点
か
ら
把
握
さ
れ
る

実
質
的
実
行
行
為
の
概
念
へ
と
大
き
く
傾
斜
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
点
は
、「
構
成
要
件
理
論
の
創
設
以
来
、
い
わ
ば
当
然
の

こ
と
と
さ
れ
て
き
た
実
行
行
為
を
行
う
者
が
正
犯
で
あ
る
と
い
う
考
え
の
意
味
を
改
め
て
認
識
し
直
す
べ
き
で
あ
り
、
そ
の
実
行
行
為

の
内
容
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
こ
そ
が
、
現
行
刑
法
の
解
釈
論
と
し
て
正
し
い
立
場
で

３
）

あ
る
」
と
し
て
、
実
行
行
為
の
実
体
の
解
明
を

課
題
と
し
て
設
定
し
、「
実
行
行
為
は
、
構
成
要
件
に
該
当
す
る
行
為
と
し
て
、
主
観
、
客
観
両
面
の
要
素
を
含
む
も
の
」
で
あ
り
、

ま
た
、
実
行
行
為
は
「
犯
罪
の
実
現
へ
の
直
接
的
か
つ
現
実
的
な
危
険
性
」
を
内
容
と
し
て
お
り
、
実
質
的
客
観
説
に
よ
る
と
、「
実

行
の
着
手
は
犯
罪
へ
の
危
険
を
含
む
こ
と
が
必
要
だ
と
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
こ
の
危
険
に
つ
い
て
、
私
は
、
現
実
的
危
険
性
と
い
う

観
念
を
考
慮
す
べ
き
」
で
あ
り
、「
こ
れ
が
、
実
行
行
為
の
実
体
に
ほ
か
な
ら

４
）

な
い
」
と
す
る
論
述
で
も
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ

ち
、
論
者
に
あ
っ
て
は
、
正
犯
と
共
犯
の
区
別
の
規
準
で
あ
る
実
行
行
為
の
概
念
は
、
記
述
的
・
類
型
的
観
点
か
ら
摘
出
さ
れ
た
形
式

的
な
概
念
に
と
ど
ま
っ
て
お
ら
ず
、
規
範
的
・
価
値
的
観
点
か
ら
把
握
さ
れ
た
実
質
的
な
実
体
を
盛
り
込
ま
れ
た
概
念
へ
と
移
行
し
て
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お
り
、
む
し
ろ
、
規
範
的
・
価
値
的
観
点
か
ら
把
握
さ
れ
た
実
質
的
な
概
念
へ
と
変
質
し
て
い
る
こ
と
が
知
れ
る
の
で
あ
る
。

③

形
式
的
判
断
と
実
質
的
判
断
と
の
一
体
性

こ
の
よ
う
に
、
論
者
に
あ
っ
て
は
、
規
範
的
・
価
値
的
観
点
か
ら
把
握
さ
れ
る

実
質
的
実
行
行
為
の
概
念
へ
大
き
く
傾
斜
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
論
者
自
身
は
、
刑
法
解
釈
に
お
け
る
形
式
的
判
断
と
実
質
的

判
断
と
の
一
体
性
を
強
調
し
て
い
る
点
を
特
徴
と
し
て
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
正
犯
の
基
軸
と
な
る
実
行
行
為
の
概
念

に
つ
い
て
、
論
者
に
あ
っ
て
は
、
記
述
的
・
類
型
的
な
観
点
か
ら
構
成
要
件
の
理
論
を
踏
ま
え
て
「
基
本
的
構
成
要
件
に
該
当
す
る
行

為
」
と
い
う
要
素
が
提
示
さ
れ
、
規
範
的
・
価
値
的
な
観
点
に
よ
る
実
質
的
客
観
説
の

５
）

立
場
を
前
提
に
し
て
「
直
接
的
・
現
実
的
な
危

険
性
」
と
い
う
要
素
が
提
示
さ
れ
、「
こ
れ
ら
の
形
式
的
判
断
と
実
質
的
判
断
と
は
、
実
際
の
事
件
の
処
理
な
ど
に
関
し
て
は
、
常
に

一
体
化
し
て
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら

６
）

な
い
」
と
強
調
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
構
成
要
件
に
係
る
形
式
的
・
類
型
的
観

点
と
、
直
接
的
・
現
実
的
危
険
性
に
係
る
規
範
的
・
価
値
的
な
観
点
と
の
関
係
に
つ
い
て
、
論
者
は
、
相
互
補
完
的
に
一
体
化
し
て
い

る
と
考
え
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
論
者
の
見
解
に
よ
る
と
、
正
犯
と
は
、
構
成
要
件
に
該
当
し
、
犯
罪
実
現
へ
の
直
接
的

か
つ
現
実
的
な
危
険
性
を
含
む
実
行
行
為
を
行
う
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
と
す
る
と
、
論
者
の
見
解
は
、
実
行
行
為
基
軸

論
で
あ
る
と
し
て
も
、
形
式
的
実
行
行
為
説
と
実
質
的
実
行
行
為
説
と
を
統
合
す
る
見
解
に
与
す
る
も
の
と
も
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
点

は
、
形
式
的
観
点
と
実
質
的
観
点
の
関
係
の
問
題
と
し
て
、
後
に
再
度
触
れ
た
い
。

④

共
謀
共
同
正
犯
の
否
定

ま
た
、
こ
の
説
の
論
者
が
、
優
越
支
配
共
同
正
犯
説
を
主
張
す
る
段
階
に
至
っ
て
も
な
お
、
共
謀

共
同
正
犯
の
観
念
、
共
謀
共
同
正
犯
の
理
論
を
肯
定
す
る
も
の
で
は
な
い
点
を
強
調
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
す
な
わ
ち
、
優
越
支
配
共
同
正
犯
の
観
念
は
、
決
し
て
「
共
謀
」
共
同
正
犯
を
肯
定
す
る
も
の
で
は
な
く
、
通
常
の
（
実
行
）

共
同
正
犯
の
範
疇
に
包
摂
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
強
調
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
点
は
、
例
え
ば
、「
単
な
る
共
謀
者
に
と

ど
ま
っ
て
い
る
限
り
、『
共
同
し
て
犯
罪
を
実
行
し
た
者
』
と
解
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
」
の
で
あ
っ
て
、
単
な
る
共
謀
者
を
「
共
同
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し
て
犯
罪
を
実
行
し
た
者
」
と
解
し
、
共
謀
共
同
正
犯
の
観
念
を
肯
定
す
る
こ
と
は
、「
明
ら
か
に
刑
法
六
〇
条
の
文
理
に
反

７
）

す
る
」

と
い
う
論
述
や
、
優
越
支
配
共
同
正
犯
は
、「
決
し
て
『
共
謀
』
共
同
正
犯
と
い
う
観
念
を
用
い
て
性
質
づ
け
う
る
も
の
で
は
な
い
」

し
、「『
共
謀
』
共
同
正
犯
と
は
別
異
の
も
の
で

８
）

あ
る
」
と
い
う
論
述
、
さ
ら
に
、
優
越
支
配
共
同
正
犯
説
は
、「
判
例
が
共
謀
共
同
正

犯
と
し
て
扱
っ
て
き
た
も
の
の
う
ち
、
優
越
支
配
共
同
正
犯
と
呼
び
う
る
場
合
を
共
同
正
犯
と
解
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
共

謀
共
同
正
犯
を
認
め
る
も
の
で
は
あ
り
ま

９
）

せ
ん
」
し
、
優
越
支
配
共
同
正
犯
の
優
越
支
配
の
存
否
に
つ
い
て
「
規
範
的
解
釈
に
よ
っ
て

認
め
ら
れ
る
共
同
正
犯
は
、
刑
法
六
〇
条
に
該
当
す
る
通
常
の
共
同
正
犯
の
一
種
な
の
で
あ
っ
て
、
共
謀
共
同
正
犯
で
は
な
い
の

10
）

で
す
」
と
い
う
論
述
に
お
い
て
、
繰
り
返
し
強
調
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

⑤

形
式
と
実
質
の
統
合

先
に
指
摘
し
た
「
形
式
的
判
断
と
実
質
的
判
断
と
の
一
体
性
」
と
い
う
特
徴
と
重
複
す
る
が
、
こ
の

説
の
特
徴
と
し
て
、
共
同
正
犯
（
・
共
犯
）
を
考
察
す
る
に
あ
た
っ
て
、
形
式
的
観
点
と
実
質
的
観
点
と
を
統
合
す
る
思
考
方
法
が
採

ら
れ
て
い
る
こ
と
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
い
わ
ば
形
式
と
実
質
の
統
合
は
、
例
え
ば
、「
共
同
正
犯
の
処
罰
根
拠
は
、
形
式

的
に
は
、
二
人
以
上
の
者
の
行
為
が
共
同
正
犯
の
構
成
要
件
に
該
当
し
、
違
法
で
あ
る
と
と
も
に
、
各
行
為
者
に
責
任
の
あ
る
こ
と
で

あ
り
、
ま
た
、
実
質
的
観
点
か
ら
は
、
そ
れ
ら
の
者
に
よ
る
共
同
実
行
行
為
が
、
相
互
的
に
利
用
・
補
充
し
合
う
依
存
協
力
関
係
の
も

と
に
そ
の
犯
罪
を
惹
起
し
、
法
益
の
侵
害
（
危
険
）
を
生
じ
さ
せ
た
こ
と
で

11
）

あ
る
」
と
い
う
論
述
に
も
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
が
、

む
し
ろ
、
論
者
の
理
論
に
通
底
し
て
い
る
思
考
方
法
と
い
っ
た
方
が
的
確
で
あ

12
）

ろ
う
。

し
か
し
、
翻
っ
て
み
る
に
、
刑
法
解
釈
学
に
お
い
て
は
、
戦
後
、
形
式
的
・
類
型
的
な
思
考
法
か
ら
実
質
的
・
価
値
的
な
思
考
法
へ

の
転
換
が
図
ら
れ
、
記
述
的
・
類
型
的
な
概
念
構
成
か
ら
規
範
的
・
価
値
的
な
概
念
構
成
へ
の
変
化
が
も
た
ら
さ
れ
た
と
す
る
の
が
一

般
的
な
理
解
で
あ

13
）

る
し
、
形
式
と
実
質
と
の
統
合
が
困
難
な
場
合
が
あ
る
し
、
形
式
的
判
断
と
実
質
的
判
断
と
は
常
に
一
致
す
る
と
は

限
ら
な
い
と
い
う
認
識
が
定
着
し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
論
者
は
、
形
式
と
実
質
の
統
合
、
形
式
的
判
断
と
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実
質
的
判
断
と
の
一
体
化
に
固
執
し
、
次
の
よ
う
に
論
述
し
て
い
る
。

共
犯
に
限
ら
ず
、
お
よ
そ
犯
罪
の
要
件
と
し
て
は
、
形
式
的
な
面
と
と
も
に
実
質
的
な
面
」
も
必
要
で
、「
常
に
両
者
を
併
せ

考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
の
で
あ
り
、「
こ
れ
ら
の
形
式
的
判
断
と
実
質
的
判
断
と
は
、
実
際
の
事
件
の
処
理
な
ど
に
関
し

て
は
、
常
に
一
体
化
し
て
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
っ
て
、
形
式
的
共
犯
論
、
実
質
的
共
犯
論
な
ど
と
い
う
区
別
は
意

味
を
持
た
な
い
」、「
正
犯
は
自
ら
実
行
行
為
を
行
う
者
で
あ
り
、
狭
義
の
共
犯
は
実
行
行
為
を
行
わ
せ
る
者
で
あ
る
」
と
い
う
表

現
は
、「
正
犯
の
要
件
に
つ
い
て
『
実
行
行
為
』
を
行
う
者
と
明
ら
か
に
規
定
し
て
い
る
現
行
刑
法
典
の
解
釈
論
と
し
て
は
、
当

然
に
導
か
れ
る
と
こ
ろ
と
い
え
ま
す
が
、
そ
の
実
行
行
為
の
意
味
は
、
実
際
に
は
、
か
な
り
複
雑
・
多
様
で
あ
っ
て
、
決
し
て
単

純
な
形
式
論
で
判
定
し
う
る
も
の
で
は
あ
り
ま

14
）

せ
ん
」。

こ
の
よ
う
に
、
論
者
に
あ
っ
て
は
、
記
述
的
・
類
型
的
な
観
点
と
規
範
的
・
価
値
的
な
観
点
と
は
常
に
相
互
補
完
的
に
一
体
化
し
た

も
の
で
あ
っ
て
、
形
式
的
判
断
か
ら
導
き
出
さ
れ
る
射
程
範
囲
と
実
質
的
判
断
か
ら
導
き
出
さ
れ
る
射
程
範
囲
と
は
常
に
同
一
で
あ
ら

ね
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
よ
う
で

15
）

あ
る
。

⑥

規
範
的
理
解
に
よ
る
実
行
行
為
と
共
同
の
実
行

さ
て
、
こ
の
記
述
的
・
類
型
的
観
点
と
規
範
的
・
価
値
的
観
点
と
の
統
合

な
い
し
一
体
化
の
考
え
方
に
関
連
し
て
、
こ
の
説
に
つ
い
て
指
摘
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
規
範
的
に
実
行
行
為
を
把
握

す
る
こ
と
を
前
提
に
し
て
、
単
な
る
共
謀
者
に
つ
い
て
も
「
共
同
の
実
行
（
共
同
実
行
の
事
実
）」
が
肯
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
論
者
は
、
間
接
正
犯
に
お
い
て
は
「
利
用
者
が
被
利
用
者
を
犯
罪
に
誘
致
す
る
行
為
」
が
、
原
因
に
お
い
て
自
由
な
行
為

に
お
い
て
は
「
行
為
者
の
責
任
能
力
の
あ
る
状
態
で
の
原
因
行
為
」
が
実
行
行
為
と
な
る
よ
う
に
、
実
行
行
為
の
「
あ
る
程
度
の
規
範

的
理
解
」
が
可
能
で
あ
っ
て
、
共
同
正
犯
に
お
け
る
「
共
同
実
行
の
事
実
」
に
つ
い
て
も
、「
共
同
者
の
各
自
に
現
に
実
行
の
分
担
が

な
さ
れ
た
場
合
だ
け
で
な
く
、
実
行
を
担
当
し
た
者
の
行
為
と
そ
れ
を
行
わ
せ
た
者
の
行
為
と
が
、
規
範
的
に
一
体
化
し
て
共
同
の
実
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行
と
解
さ
れ
る
場
合
に
も
、
そ
れ
を
認
め
る
こ
と
が
で

16
）

き
る
」
と
論
述
す
る
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
付
言
し
て
お
き
た
い
の
は
、
論
者
が
、「
規
範
的
に
理
解
さ
れ
た
実
行
行
為
」
を
、「
構
成
要
件
に
該
当
す
る
事
実
的
な
行

為
」・「
物
理
的
な
実
行
行
為
」・「
現
実
的
な
実
行
行
為
」
と
対
比
し
て
説
明
し
て
い
る
こ
と
で
あ
り
、
論
者
に
あ
っ
て
は
、
実
行
行
為

に
は
、
記
述
的
・
類
型
的
な
観
点
か
ら
摘
出
さ
れ
る
「
事
実
的
・
物
理
的
・
現
実
的
に
理
解
さ
れ
た
実
行
行
為
」
の
概
念
と
、
規
範

的
・
価
値
的
な
観
点
か
ら
摘
出
さ
れ
る
「
評
価
的
・
価
値
的
・
観
念
的
に
理
解
さ
れ
た
実
行
行
為
」
の
概
念
と
い
う
、
二
つ
の
実
行
行

為
の
概
念
が
存
在
す
る
よ
う
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
論
者
に
あ
っ
て
は
、
前
者
の
「
事
実
的
・
物
理
的
・
現
実
的
に
理
解
さ
れ
た
実
行

行
為
」
の
概
念
は
、
構
成
要
件
の
理
論
を
踏
ま
え
て
、
記
述
的
・
類
型
的
な
観
点
に
よ
り
、「
基
本
的
構
成
要
件
に
該
当
す
る
行
為
」

と
い
う
概
念
要
素
と
結
び
つ
く
の
に
対
し
、
後
者
の
「
評
価
的
・
価
値
的
・
観
念
的
に
理
解
さ
れ
た
実
行
行
為
」
の
概
念
は
、
実
質
的

客
観
説
の
立
場
を
前
提
に
し
て
、
規
範
的
・
価
値
的
な
観
点
に
よ
り
、「
直
接
的
・
現
実
的
な
危
険
性
」
と
い
う
概
念
要
素
と
結
び
つ

く
と
解
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。

⑦

圧
倒
的
な
優
越
的
地
位
と
共
同
実
行
の
事
実

さ
ら
に
、
こ
の
説
の
論
者
に
あ
っ
て
は
、
共
同
正
犯
に
お
け
る
共
同
実
行
の

事
実
に
つ
い
て
、「
心
理
的
拘
束
を
与
え
う
る
強
制
的
性
質
の
行
為
」
が
重
視
さ
れ
て
い
る
点
を
特
徴
と
し
て
あ
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
論
者
に
お
い
て
、
記
述
的
・
類
型
的
な
意
味
で
の
実
行
行
為
を
分
担
し
て
い
な
い
単
な
る
共
謀
者
に
共
同
正
犯
が
認
め
ら
れ
る
た

め
の
論
理
は
、
以
下
の
よ
う
で
あ
る
。

例
え
ば
、
暴
力
団
の
親
分
Ｘ
が
子
分
Ｙ
に
あ
る
犯
罪
を
行
う
こ
と
を
命
じ
た
場
合
、
子
分
Ｙ
は
、
親
分
Ｘ
の
命
令
に
心
理
的
に

強
く
拘
束
さ
れ
る
が
、
身
体
的
な
自
由
を
完
全
に
失
う
ま
で
に
は
至
っ
て
い
な
い
こ
と
が
多
い
の
で
、
こ
こ
に
間
接
正
犯
の
論
理

を
適
用
す
る
こ
と
は
妥
当
で
な
い
が
、
Ｙ
が
暴
力
団
員
と
し
て
と
ど
ま
ろ
う
と
す
る
限
り
は
、
親
分
Ｘ
の
命
令
に
反
す
る
行
動
を

取
る
こ
と
は
き
わ
め
て
困
難
で
あ
り
、
Ｘ
の
命
令
に
従
っ
て
そ
の
犯
罪
を
実
行
す
れ
ば
、
Ｙ
自
身
に
実
行
行
為
が
認
め
ら
れ
る
け
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れ
ど
も
、
親
分
Ｘ
が
子
分
Ｙ
に
命
令
し
て
心
理
的
拘
束
を
与
え
る
こ
と
は
、「
単
な
る
教
唆
以
上
の
こ
と
」
を
や
っ
て
い
る
の
で

あ
り
、「
間
接
正
犯
者
の
誘
致
行
為
に
準
じ
る
強
制
的
性
質
の
行
為
」
と
し
て
「
準
間
接
正
犯
」
と
い
っ
て
よ
く
、
法
律
上
、「
実

行
行
為
に
あ
た
る
も
の
」
と
評
価
し
て
よ
い
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
場
合
、
命
令
者
は
受
命
者
に
対
し
て
、「
一
定
の
社
会
的
関
係

に
お
い
て
圧
倒
的
な
優
越
的
地
位
に
立
っ
て
い
る
」
こ
と
に
よ
っ
て
、
受
命
者
の
自
由
を
奪
っ
て
道
具
と
す
る
程
度
に
至
っ
て
い

る
わ
け
で
は
な
い
が
、
そ
れ
に
準
じ
る
「
心
理
的
拘
束
を
与
え
う
る
状
況
に
あ
る
」
の
で
、「
命
令
者
の
行
為
は
、
受
命
者
の
実

行
行
為
と
相
ま
っ
て
当
該
犯
罪
を
実
現
し
た
も
の
と
し
て
、
そ
こ
に
共
同
実
行
の
事
実
を
認
め
、
共
同
正
犯
の
成
立
を
認
め
る
こ

と
が
で
き
る
」
の
で

17
）

あ
る
。

こ
こ
で
は
、
命
令
者
の
「
一
定
の
社
会
的
関
係
に
お
け
る
圧
倒
的
な
優
越
的
地
位
」
が
、
命
令
行
為
を
「
強
制
的
性
質
の
行
為
」
に

変
質
さ
せ
、
受
命
者
に
心
理
的
拘
束
を
及
ぼ
し
て
い
る
た
め
、
命
令
者
の
行
為
は
、
教
唆
以
上
の
「
間
接
正
犯
者
の
誘
致
行
為
に
準
じ

る
強
制
的
性
質
の
行
為
」
と
し
て
「
実
行
行
為
」
に
該
当
し
、
受
命
者
の
実
行
行
為
と
相
ま
っ
て
「
共
同
実
行
の
事
実
」
の
存
在
が
肯

定
さ
れ
、
共
同
正
犯
の
成
立
が
認
め
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

⑧

心
理
的
拘
束
に
よ
る
正
犯
性

そ
し
て
、
優
越
支
配
者
の
圧
倒
的
な
優
越
的
地
位
と
そ
の
心
理
的
拘
束
の
点
に
関
連
す
る
の

で
あ
る
が
、
こ
の
説
の
特
徴
と
し
て
、
優
越
支
配
共
同
正
犯
に
お
け
る
心
理
的
拘
束
に
つ
い
て
、
間
接
正
犯
に
お
け
る
心
理
的
支
配
の

そ
れ
よ
り
も
緩
や
か
な
も
の
を
要
求
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
優
越
支
配
者
で
あ
る
単
な
る
共
謀
者
に
対
し
、
自
ら
実
行
行
為
を
行
う
者

と
の
同
価
値
性
を
認
め
、「
準
間
接
正
犯
」
と
し
て
（
共
同
）
正
犯
性
が
肯
定
さ
れ
て
い
る
点
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
換
言
す

る
と
、
こ
こ
で
は
、
優
越
支
配
者
が
他
の
共
同
者
（
受
命
者
）
に
強
い
心
理
的
拘
束
を
与
え
る
行
為
に
つ
い
て
、
間
接
正
犯
者
の
利
用

行
為
に
準
じ
る
強
制
的
性
質
を
有
す
る
行
為
と
し
て
実
行
行
為
性
が
肯
定
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
点
は
、「
間
接
正
犯
者
の
誘
致
行
為
に

準
じ
る
強
制
的
性
質
の
行
為
と
し
て
、
法
律
上
、
実
行
行
為
に
あ
た
る
も
の
と
評
価
し
て

18
）

よ
い
」
と
い
う
論
述
に
端
的
に
表
現
さ
れ
て
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い
る
。
し
か
し
、
論
者
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
実
行
行
為
性
は
、
優
越
支
配
者
で
あ
る
単
な
る
共
謀
者
の
行
為
の
み
を
も
っ
て
顕
在
化
す

る
と
は
認
め
ら
れ
て
お
ら
ず
、
実
行
担
当
者
の
実
行
行
為
が
な
さ
れ
た
段
階
に
至
っ
て
初
め
て
実
行
担
当
者
と
の
「
共
同
実
行
の
事

実
」
が
認
め
ら
れ
る
と
観
念
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
は
留
意
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

１
）

大
塚
仁
「
共
同
正
犯
の
本
質
」
法
学
教
室
一
〇
九
号
（
一
九
八
九
年
）
二
六
〜
二
七
頁
参
照
。

２
）

大
塚
仁
・
刑
法
概
説
（
総
論
）（
第
四
版
）（
二
〇
〇
八
年
）
二
八
一
頁
。

３
）

大
塚
仁
・
注
１
文
献
・
二
六
頁
。

４
）

大
塚
仁
・
注
１
文
献
・
二
六
〜
二
七
頁
参
照
。

５
）

大
塚
仁
・
注
２
文
献
・
一
七
一
頁
参
照
。

６
）

福
田
平＝

大
塚
仁
「〔
対
談
〕
最
近
の
重
要
判
例
に
見
る
刑
法
理
論
上
の
諸
問
題

５
・
上
）」
現
代
刑
事
法
六
四
号
（
二
〇
〇
四
年
）
一
四
頁
に
お

け
る
大
塚
氏
の
発
言
。

７
）

大
塚
仁
・
注
２
文
献
・
三
〇
六
頁
参
照
。

８
）

大
塚
仁
・
犯
罪
論
の
基
本
問
題
（
一
九
八
二
年
）
三
四
一
頁
。

９
）

福
田
平＝

大
塚
仁
・
注
６
文
献

５
・
上
）・
一
三
頁
に
お
け
る
大
塚
氏
の
発
言
。

10
）

福
田
平＝

大
塚
仁
・
注
６
文
献

５
・
上
）・
一
四
頁
に
お
け
る
大
塚
氏
の
発
言
。

11
）

大
塚
仁
・
注
２
文
献
・
二
九
〇
〜
二
九
一
頁
参
照
。

12
）

形
式
と
実
質
の
統
合
（
論
者
は
「
併
用
」
と
い
う
の
で
あ
る
が
）
は
、
例
え
ば
、
形
式
的
違
法
性
と
実
質
的
違
法
性
の
関
係
に
つ
い
て
の
論
者
の
見

解
を
み
て
も
明
ら
か
で
あ
る
。
大
塚
仁
・
注
２
文
献
・
三
五
五
頁
参
照
。

13
）

刑
法
解
釈
学
に
お
け
る
「
記
述
的
・
類
型
的
な
思
考
法
か
ら
規
範
的
・
価
値
的
な
思
考
法
へ
の
転
換
」
は
、
一
九
六
〇
年
代
半
ば
に
、
す
で
に
指
摘

さ
れ
て
い
た
。「
形
式
的
・
概
念
的
考
察
に
代
わ
る
実
質
的
・
価
値
関
係
的
思
考
の
深
化
」
と
す
る
の
は
、
小
暮
得
雄
「
違
法
論
の
系
譜
と
法
益
論
」
法

学
協
会
雑
誌
八
〇
巻
五
号
（
一
九
六
四
年
）
六
〇
二
頁
で
あ
る
し
、「
記
述
的
概
念
か
ら
規
範
的
概
念
へ
の
転
換
」
と
す
る
の
は
、
平
場
安
治
・
刑
法
に

お
け
る
行
為
概
念
の
研
究
（
一
九
六
六
年
）
九
〇
頁
（
平
場
安
治
「
構
成
要
件
論
の
再
構
成
」
の
初
出
は
、
瀧
川
先
生
還
暦
記
念
・
現
代
刑
法
学
の
課
題
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下
巻
〔
一
九
六
五
年
〕）
で
あ
る
し
、
さ
ら
に
、「
構
成
要
件
的
類
型
性
の
判
断
に
先
行
す
る
実
質
的
な
違
法
性
の
判
断
」
を
指
摘
す
る
の
は
、
藤
木
英

雄
・
可
罰
的
違
法
性
の
理
論
（
一
九
六
七
年
）
一
四
頁
以
下
（
藤
木
英
雄
「
可
罰
的
違
法
性
の
理
論
」
の
初
出
は
、
法
学
協
会
雑
誌
八
三
巻
七＝

八
号

〔
一
九
六
六
年
〕）
で
あ
る
。
最
近
で
も
、
正
犯
・
共
犯
の
区
別
に
お
い
て
も
形
式
的
客
観
説
か
ら
実
質
的
客
観
説
へ
の
学
説
の
移
行
が
看
取
さ
れ
る
の
が

一
般
的
で
あ
る
。
例
え
ば
、
松
原
芳
博
・
刑
法
総
論
（
二
〇
一
三
年
）
三
三
九
頁
、
橋
本
正
博
・
刑
法
総
論
（
二
〇
一
五
年
）
二
三
七
頁
参
照
。

14
）

福
田
平＝

大
塚
仁
・
注
６
文
献

５
・
上
）・
一
四
頁
に
お
け
る
大
塚
氏
の
発
言
。

15
）

こ
の
点
は
、
違
法
性
の
本
質
に
関
す
る
形
式
的
違
法
性
と
実
質
的
違
法
性
の
関
係
に
つ
い
て
、
論
者
が
、「
わ
が
国
の
最
近
の
学
説
に
は
、
こ
れ
ら

二
つ
の
見
解
の
異
質
性
を
強
調
す
る
も
の
が
少
な
く
な
い
が
、
妥
当
で
は
な
い
。
両
者
は
、
基
本
的
に
共
通
の
基
盤
に
立
脚
す
る
も
の
で
あ
り
、
む
し

ろ
、
両
者
を
併
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
違
法
性
の
実
質
を
正
し
く
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
る
」（
大
塚
仁
・
注
２
文
献
・
三
五
五
頁
）
と
論
述
す
る
点
に

端
的
に
表
れ
て
い
る
。

16
）

大
塚
仁
・
注
８
文
献
・
三
四
〇
頁
、
大
塚
仁
「
荘
子
教
授
の
共
謀
共
同
正
犯
理
論
」
荘
子
邦
雄
先
生
古
稀
祝
賀
・
刑
事
法
の
思
想
と
理
論
（
一
九
九

一
年
）
一
六
九
〜
一
七
〇
頁
、
大
塚
仁
・
注
２
文
献
・
三
〇
一
頁
以
下
参
照
。

17
）

福
田
平＝

大
塚
仁
・
注
６
文
献

５
・
上
）・
一
四
頁
に
お
け
る
大
塚
氏
の
発
言
。

18
）

大
塚
仁
・
注
８
文
献
・
三
四
〇
頁
。

⑷

小

括

①

形
式
と
実
質
の
関
係
に
つ
い
て

ま
ず
、
優
越
支
配
共
同
正
犯
説
の
論
者
が
強
調
す
る
、
形
式
と
実
質
の
統
合
、
形
式
的
判

断
と
実
質
的
判
断
と
の
一
体
性
に
つ
い
て
考
察
し
て
お
き
た
い
。
論
者
は
、「
形
式
的
判
断
と
実
質
的
判
断
と
は
、
実
際
の
事
件
の
処

理
な
ど
に
関
し
て
は
、
常
に
一
体
化
し
て
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
い
う
前
提

１
）

認
識
の
も
と
、「
わ
が
国
の
最
近
の
学
説
に
は
、

こ
れ
ら
二
つ
の
見
解
の
異
質
性
を
強
調
す
る
も
の
が
少
な
く
な
い
が
、
妥
当
で
は
な
い
。
両
者
は
、
基
本
的
に
共
通
の
基
盤
に
立
脚
す

る
も
の
で
あ
り
、
む
し
ろ
、
両
者
を
併
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
違
法
性
の
実
質
を
正
し
く
把
握
す
る
こ
と
が
で

２
）

き
る
」
と
論
述
し
、
ま

た
、「
形
式
的
共
犯
論
、
実
質
的
共
犯
論
な
ど
と
い
う
区
別
は
意
味
を
持
た

３
）

な
い
」
と
も
発
言
し
て
い
る
。
論
者
は
、
形
式
的
・
類
型
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的
観
点
と
実
質
的
・
規
範
的
観
点
と
は
相
即
不
離
の
関
係
で
一
体
化
し
て
お
り
、
両
方
の
観
点
を
併
用
し
て
初
め
て
当
該
概
念
を
正
し

く
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
解
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

記
述
的
・
類
型
的
観
点
と
規
範
的
・
価
値
的
観
点
と
の
併
用
、
及
び
主
観
と
客
観
と
の
統
合
的
認
識
は
、
論
者
の
理
論
に
通
底
し
て

い
る
思
考
方
法
で
、
一
つ
の
特
徴
を
な
し
て
い
る
。
し
か
し
、
す
で
に
指
摘
し
た
よ
う
に
、
戦
後
の
刑
法
解
釈
学
に
お
い
て
は
、
記
述

的
・
類
型
的
な
思
考
法
か
ら
規
範
的
・
価
値
的
な
思
考
法
へ
の
移
行
な
い
し
転
換
が
図
ら
れ
て
お
り
、
そ
れ
を
容
認
す
る
の
が
戦
後
の

刑
法
解
釈
学
の
潮
流
と
な
っ
て
い
る
と
い
え
る
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
両
方
の
観
点
の
関
係
を
明
確
に
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
記

述
的
・
類
型
的
観
点
か
ら
の
帰
結
と
規
範
的
・
価
値
的
観
点
か
ら
の
帰
結
と
が
必
ず
し
も
一
致
せ
ず
、
矛
盾
す
る
場
合
が
あ
る
か
ら
で

も
あ
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
論
者
の
よ
う
に
、「
共
通
の
基
盤
に
立
っ
て
一
体
化
し
て
い
る
」、「
両
方
の
観
点
を
併
用
す
べ
き
で
あ

る
」
と
答
え
る
だ
け
で
は
、
納
得
で
き
る
回
答
と
は
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
論
者
の
見
解
に
お
い
て
、
実
行
行
為
は
き
わ
め
て
重
要
な

鍵
概
念
と
な
っ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
概
念
内
容
が
両
義
的
で
曖
昧
な
も
の
、
そ
の
意
味
で
、
柔
軟
な
概
念
と
な
っ
て
お

り
、
実
行
行
為
に
関
す
る
論
者
の
理
解
は
き
わ
め
て
特
異
で
あ
る
と
評
せ
ざ
る
を
え
な
く
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
点
は
、
次

に
、
再
度
触
れ
た
い
。

②

形
式
的
実
行
行
為
と
実
質
的
実
行
行
為
の
関
係
に
つ
い
て

論
者
に
よ
る
と
、
正
犯
と
は
、
形
式
的
観
点
に
お
い
て
考
察
す

る
と
き
は
、「
基
本
的
構
成
要
件
に
該
当
す
る
実
行
行
為
を
行
う
も
の
」
で
あ
る
が
、
実
質
的
観
点
に
お
い
て
考
察
す
る
と
き
は
、「
当

該
犯
罪
を
実
現
し
た
こ
と
に
つ
い
て
、
第
一
次
的
な
責
任
を
負
担
す
べ
き
も
の
」
で
あ
る
と
こ
ろ
、
実
行
行
為
は
、
元
来
、「
構
成
要

件
に
該
当
す
る
事
実
的
な
行
為
」
を
基
本
と
し
つ
つ
も
、
そ
れ
だ
け
に
限
ら
れ
ず
、
例
え
ば
、
間
接
正
犯
に
お
け
る
利
用
行
為
や
、
原

因
に
お
い
て
自
由
な
行
為
に
お
け
る
原
因
行
為
の
よ
う
に
、「
あ
る
程
度
の
規
範
的
理
解
」
が
可
能
で
あ
り
、
共
同
正
犯
に
お
け
る
共

同
実
行
の
事
実
に
つ
い
て
も
、
各
共
同
者
が
現
に
実
行
行
為
の
分
担
を
し
た
場
合
だ
け
で
な
く
、
実
行
担
当
者
の
行
為
と
単
な
る
共
謀
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者
の
そ
れ
と
が
、
規
範
的
に
一
体
化
し
て
「
共
同
の
実
行
」
と
解
さ
れ
る
場
合
に
も
、
共
同
実
行
の
事
実
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
、
そ

の
意
味
で
、
単
な
る
共
謀
者
の
中
に
も
、
直
接
の
実
行
担
当
者
と
同
様
に
「
実
行
者
と
評
価
さ
れ
る
べ
き
者
」
が
存
在

４
）

す
る
と
論
述
し

て
い
る
。

し
か
し
、
こ
の
論
述
に
は
、
ま
ず
素
朴
な
疑
問
が
生
じ
る
。
論
者
は
、
実
質
的
観
点
か
ら
、
正
犯
と
は
、
当
該
犯
罪
の
実
現
に
つ
い

て
「
第
一
次
的
な
責
任
を
負
担
す
べ
き
も
の
」
と
説
明
す
る
が
、
こ
れ
は
、「
当
該
犯
罪
の
第
一
次
的
刑
事
責
任
を
負
う
べ
き
者
は
誰

か
」
と
い
う
視
点
で
正
犯
者
を
探
求
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
よ
う
な
誤
解
を
招
き
か
ね
な
い
。
正
犯
は
、
確
か
に
当
該
犯
罪
に
つ
い
て

第
一
次
的
刑
事
責
任
を
負
担
す
べ
き
者
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
は
犯
罪
認
定
・
罪
責
判
断
の
結
論
と
し
て
そ
う
な
っ
た
と
い
う
だ
け

で
あ
っ
て
、
法
律
要
件
該
当
性
を
前
提
に
し
て
、
あ
た
か
も
違
法
性
と
有
責
性
を
統
合
し
た
全
体
考
察
の
方
法
に
よ
り
、
総
量
規
制
的

な
判
断
方
法
で
正
犯
を
認
定
す
べ
き
で
あ
る
と
主
張
す
る
と
し
た
ら
、
そ
れ
は
妥
当
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。

こ
の
点
は
一
応
措
く
と
し
て
、
次
の
疑
問
は
、
繰
り
返
し
に
な
る
が
、
論
者
に
あ
っ
て
は
、
実
行
行
為
概
念
の
記
述
性
・
類
型
性
と

規
範
性
・
価
値
性
と
の
関
係
が
必
ず
し
も
鮮
明
と
な
っ
て
い
な
い
。
こ
の
疑
問
は
、
私
見
が
、
支
配
的
な
見
解
と
同
じ
く
、
記
述
的
・

類
型
的
観
点
か
ら
の
帰
結
と
規
範
的
・
価
値
的
観
点
か
ら
の
帰
結
と
が
必
ず
し
も
一
致
せ
ず
、
矛
盾
す
る
場
合
が
あ
る
と
い
う
理
解
を

前
提
に
し
て
い
る
立
場
か
ら
の
疑
問
で
は
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
て
も
、
論
者
は
、
記
述
的
・
類
型
的
観
点
と
規
範
的
・
価
値
的
観
点
、

形
式
的
判
断
と
実
質
的
判
断
の
関
係
を
い
ま
少
し
詳
ら
か
に
す
る
責
任
が
あ
る
よ
う
に
思
う
。
そ
の
場
合
、
両
者
を
併
用
す
る
と
し
た

ら
、

記
述
的
・
類
型
的
観
点
を
優
先
さ
せ
、
規
範
的
・
価
値
的
観
点
に
よ
る
判
断
の
射
程
範
囲
に
限
界
を
画
す
る
た
め
に
記
述
的
・

類
型
的
観
点
を
用
い
る
や
り
方
、
具
体
的
に
は
、
記
述
的
・
類
型
的
観
点
を
判
断
の
「
入
口
」
あ
る
い
は
「
柵
」
と
し
て
用
い
る
や
り

方
が
あ
る
。
ま
た
逆
に
、

規
範
的
・
価
値
的
観
点
を
優
先
さ
せ
、
た
だ
規
範
的
・
価
値
的
観
点
に
よ
る
判
断
の
暴
走
を
押
さ
え
る
た

め
に
記
述
的
・
類
型
的
観
点
を
用
い
る
や
り
方
、
具
体
的
に
は
、
記
述
的
・
類
型
的
観
点
を
「
天
下
の
宝
刀
」
と
し
て
活
用
す
る
や
り
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方
が
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
、

記
述
的
・
類
型
的
な
観
点
と
規
範
的
・
価
値
的
な
観
点
を
単
純
に
併
用
す
る
や
り
方
は
、
観
念
的
に
は

あ
り
う
る
と
し
て
も
、
実
際
に
は
存
在
し
え
な
い
で
あ
ろ
う
。
と
い
う
の
は
、
両
観
点
を
併
用
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
結
局
の
と
こ

ろ
、
先
の

か

の
ど
ち
ら
か
に
収
斂
し
て
い
く
か
、
そ
れ
と
も
、
規
範
的
・
価
値
的
観
点
か
ら
の
判
断
が
前
面
に
出
て
、
記
述
的
・

類
型
的
観
点
が
大
き
く
後
退
な
い
し
無
視
さ
れ
る
か
の
い
ず
れ
か
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

③

実
行
行
為
と
共
同
の
実
行
行
為
に
つ
い
て

論
者
に
あ
っ
て
は
、
優
越
支
配
者
で
単
な
る
共
謀
者
の
指
示
・
命
令
は
、
そ
れ

自
体
で
当
該
犯
罪
の
実
行
行
為
と
な
る
の
か
、
そ
れ
と
も
、
実
行
担
当
者
の
後
の
行
為
と
一
体
と
な
っ
て
共
同
の
実
行
行
為
と
な
る
の

か
が
必
ず
し
も
明
確
で
な
い
。
優
越
支
配
者
で
単
な
る
共
謀
者
の
指
示
・
命
令
、
よ
り
広
く
、
共
謀
共
同
正
犯
に
お
け
る
共
謀
の
行
為

が
、
間
接
正
犯
に
お
け
る
利
用
行
為
や
原
因
に
お
い
て
自
由
な
行
為
に
お
け
る
原
因
行
為
と
同
じ
く
、
規
範
的
・
価
値
的
観
点
か
ら
実

行
行
為
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
も
思
え
る
が
、
他
方
、
論
者
は
、
優
越
支
配
者
の
指
示
・
命
令
が
実
行
担
当
者
の
後
の
行
為
と

一
体
化
し
て
共
同
実
行
の
事
実
と
な
る
と
も
論
述
し
て
い
る
こ
と
か
ら
す
る
と
、
同
じ
く
規
範
的
・
価
値
的
観
点
か
ら
の
判
断
に
よ
っ

て
も
、
優
越
支
配
者
の
指
示
・
命
令
行
為
は
、
間
接
正
犯
の
利
用
行
為
、
原
因
に
お
い
て
自
由
な
行
為
の
原
因
行
為
と
は
異
な
り
、
そ

れ
自
体
実
行
行
為
と
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
く
、
実
行
担
当
者
の
後
の
行
為
と
一
体
化
し
て
共
同
の
実
行
行
為
に
な
る
と
解
し
て
い
る
よ

う
に
も
思
え
る
か
ら
で
あ
る
。

私
見
の
理
解
に
よ
れ
ば
、
論
者
の
論
述
か
ら
判
断
す
る
と
、
論
者
は
、
当
初
は
前
者
の
趣
旨
で
考
え
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え

ら
れ
る
。
も
し
そ
う
で
な
い
と
す
る
と
、
規
範
的
・
価
値
的
観
点
を
導
入
す
る
に
当
た
っ
て
、
間
接
正
犯
に
お
け
る
利
用
行
為
や
原
因

に
お
い
て
自
由
な
行
為
に
お
け
る
原
因
行
為
を
例
と
し
て
あ
げ
た
た
め
に
、
優
越
支
配
者
の
指
示
・
命
令
の
行
為
が
実
行
行
為
で
あ
る

か
の
よ
う
な
誤
解
を
与
え
る
こ
と
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
後
、
論
者
は
、
そ
の
点
を
意
識
し
た
の
か
、
後
者
の
趣
旨
を
鮮
明

に
し
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で

５
）

あ
る
。

56國學院法學第54巻第3号 (2016)



論
者
の
趣
旨
が
後
者
、
す
な
わ
ち
、
優
越
支
配
者
の
指
示
・
命
令
の
行
為
そ
れ
自
体
が
実
行
行
為
と
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
く
、
実
行

担
当
者
の
後
の
行
為
と
一
体
化
し
て
「
共
同
の
実
行
」
行
為
に
な
る
と
い
う
の
で
あ
れ
ば
、
論
者
に
あ
っ
て
も
、（
共
謀
）
共
同
正
犯

の
成
立
を
実
行
担
当
者
の
後
の
実
行
行
為
に
依
存
さ
せ
る
実
行
従
属
性
が
維
持
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
「
共
同
の
実
行
」

行
為
と
共
同
正
犯
の
従
属
性
に
つ
い
て
、
論
者
に
よ
る
さ
ら
な
る
説
明
が
求
め
ら
れ
る
。

④

実
行
行
為
の
主
体
に
つ
い
て

共
同
の
実
行
」
行
為
と
ま
さ
に
関
連
す
る
こ
と
で
あ
る
が
、
論
者
は
、
実
行
担
当
者
の
行

為
と
単
な
る
共
謀
者
の
そ
れ
と
が
、「
規
範
的
に
一
体
化
し
て
共
同
の
実
行
」
と
な
る
と
す
る
。
し
か
し
、
こ
こ
で
「
共
同
の
実
行
」

と
い
う
と
き
、
そ
の
実
行
行
為
の
主
体
は
誰
な
の
か
、
各
共
同
者
個
人
な
の
か
共
同
者
全
体
な
の
か
、
必
ず
し
も
明
確
と
さ
れ
て
い
な

い
。
と
い
う
の
は
、「
共
同
の
実
行
」
と
い
っ
て
も
、
例
え
ば
、「
Ｘ
の
実
行
行
為
」
で
も
あ
る
し
「
Ｙ
の
実
行
行
為
」
で
も
あ
る
と
い

う
よ
う
に
、
各
共
同
者
に
分
解
さ
れ
た
各
人
の
実
行
行
為
の
総
和
と
い
う
意
味
で
い
っ
て
い
る
の
か
、
そ
れ
と
も
、
例
え
ば
、「
Ｘ
、

Ｙ
な
ど
の
共
同
者
全
体
の
実
行
行
為
」
と
い
う
よ
う
に
、
各
共
同
者
に
分
解
で
き
な
い
共
同
者
全
体
の
実
行
行
為
と
い
う
意
味
で
い
っ

て
い
る
の
か
、
両
様
の
理
解
が
可
能
だ
か
ら
で
あ
る
。

も
し
論
者
の
趣
旨
が
前
者
で
あ
る
な
ら
ば
、
改
め
て
一
部
実
行
全
部
責
任
の
法
理
の
根
拠
づ
け
が
問
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
し
、「
共

同
の
実
行
」
の
意
味
が
あ
ら
た
め
て
問
わ
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
ま
た
、
も
し
後
者
の
趣
旨
で
あ
る
な
ら
ば
、（
共
謀
）
共
同
正
犯
の

共
同
性
・
共
犯
性
に
つ
い
て
の
理
解
や
、
共
謀
共
同
正
犯
の
理
論
を
肯
定
す
る
見
解
、
特
に
団
体
責
任
を
認
め
る
も
の
で
あ
る
と
の
厳

し
い
批
判
が
加
え
ら
れ
る
共
同
意
思
主
体
説
と
の
相
違
に
つ
い
て
、
あ
ら
た
め
て
問
わ
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

⑤

規
範
的
な
一
体
化
に
つ
い
て

論
者
は
、
実
行
担
当
者
の
行
為
と
単
な
る
共
謀
者
の
そ
れ
と
が
、「
規
範
的
に
一
体
化
し
て

共
同
の
実
行
」
と
な
る
と
説
明
す
る
。
し
か
し
、
個
人
責
任
の
原
理
を
堅
持
し
よ
う
と
す
る
立
場
に
立
ち
な
が
ら
、
規
範
的
な
一
体
化

に
依
拠
す
る
こ
と
は
可
能
な
の
か
、
そ
の
一
体
化
は
何
を
根
拠
に
生
じ
る
の
か
、「
共
同
の
実
行
」
と
個
人
の
責
任
と
の
関
係
は
ど
の
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よ
う
に
な
る
の
か
な
ど
、
説
明
を
求
め
た
い
点
が
多
々
生
じ
て
く
る
。
と
い
う
の
は
、
こ
の
「
規
範
的
な
一
体
化
」
は
、
論
者
に
あ
っ

て
も
、
共
同
実
行
の
意
思
、
具
体
的
に
は
、
共
謀
の
事
実
か
ら
生
じ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
、
し
か
し
、「
規
範
的
な
一
体
化
」
の

概
念
を
導
入
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、（
共
謀
）
共
同
正
犯
を
個
人
責
任
の
原
理
で
解
析
し
よ
う
と
す
る
論
者
の
責
任
原
則
は
揺
ら
い
で

い
る
し
、（
共
謀
）
共
同
正
犯
は
単
独
正
犯
と
同
様
の
意
味
に
お
い
て
正
犯
で
あ
る
と
い
う
論
者
の
正
犯
性
説
も
微
妙
に
変
質
し
て
い

る
し
、
さ
ら
に
、
構
成
要
件
の
理
論
を
前
提
に
基
本
的
構
成
要
件
該
当
行
為
を
軸
と
す
る
論
者
の
実
行
行
為
基
軸
説
も
薄
ま
っ
て
い
る

と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
か
ら
で
あ
る
。

⑥

共
同
性
・
団
体
的
責
任
の
承
認
に
つ
い
て

実
は
、
共
同
正
犯
現
象
の
共
同
性
に
着
目
し
、
共
同
正
犯
の
共
犯
性
を
考
慮
す

る
と
、
各
共
謀
者
・
各
共
同
者
の
そ
れ
ぞ
れ
の
行
為
に
分
解
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
共
同
性
、
そ
の
限
り
で
個
人
責
任
の
原
理
を
超
え

た
一
体
性
に
着
目
す
る
こ
と
に
な
り
、
共
同
正
犯
の
団
体
的
犯
罪
・
集
団
的
犯
罪
と
し
て
の
性
格
を
強
く
意
識
せ
ざ
る
を
え
な
く
な

る
。
し
か
も
、
共
同
正
犯
の
共
同
性
は
、
個
別
分
解
的
な
考
察
方
法
で
は
捕
捉
で
き
な
い
た
め
、
全
体
的
考
察
方
法
、
総
量
的
考
察
方

法
を
用
い
ざ
る
を
え
な
く
な
る
の
で
あ
る
。

優
越
支
配
共
同
正
犯
説
の
論
者
は
、
そ
の
見
解
を
提
唱
し
た
一
九
七
〇
年
代
末
に
お
い
て
は
、
共
同
正
犯
の
共
同
性
・
団
体
的
責
任

を
考
慮
す
る
傾
向
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
が
、
一
九
八
〇
年
末
に
な
る
と
、
次
の
よ
う
な
論
述
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。

共
同
意
思
主
体
説
に
つ
い
て
「
団
体
責
任
が
否
定
さ
れ
る
の
は
、
何
ら
犯
罪
行
為
を
行
っ
て
い
な
い
者
が
、
た
だ
あ
る
団
体
に

所
属
し
て
い
る
と
い
う
理
由
だ
け
で
処
罰
さ
れ
る
こ
と
が
不
当
だ
か
ら
」
で
あ
り
、「
自
己
の
意
思
で
、
あ
る
犯
罪
を
犯
そ
う
と

す
る
団
体
に
参
加
し
、
団
体
の
一
員
と
し
て
他
の
団
体
員
と
共
同
し
、
相
互
に
行
為
を
利
用
、
補
充
し
合
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ

の
犯
罪
を
実
現
し
た
者
が
、
そ
の
団
体
の
行
っ
た
と
こ
ろ
に
つ
い
て
団
体
の
一
員
と
し
て
の
責
任
を
帰
せ
ら
れ
る
の
は
、
む
し

ろ
、
当
然
の
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
こ
の
よ
う
に
考
え
る
こ
と
は
、
何
ら
近
代
的
な
個
人
責
任
の
原
則
に
反
す
る
も
の
で
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は
な
い
と
思
い
ま
す
。」
ま
た
、「
犯
罪
を
犯
そ
う
と
す
る
団
体
に
参
加
し
た
各
人
は
、
め
い
め
い
自
己
の
個
人
的
な
行
為
と
し
て

実
行
し
た
部
分
だ
け
で
な
く
、
他
の
共
同
者
の
実
行
し
た
と
こ
ろ
に
つ
い
て
も
、
そ
れ
を
自
己
の
実
行
に
利
用
し
、
ま
た
自
己
の

実
行
だ
け
で
は
足
り
な
か
っ
た
部
分
に
つ
い
て
補
充
さ
せ
た
の
で
あ
る
以
上
、
団
体
的
行
為
の
全
体
に
対
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
責

任
を
負
担
す
べ
き
も
の
と
解
し
う
る
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
刑
法
六
〇
条
が
『
皆
正
犯
ト
ス
』
と
定
め
て
い
る
の
は
、
こ
の
よ

う
な
団
体
的
責
任
を
認
め
た
趣
旨
で
あ
る
と
い
う
べ
き
で
あ
り

６
）

ま
す
。」

こ
の
論
述
で
は
、
明
ら
か
に
、
共
同
正
犯
の
共
同
性
、（
共
謀
）
共
同
正
犯
の
共
犯
性
が
承
認
さ
れ
て
い
る
。
し
か
も
、
全
体
的
考

察
方
法
に
よ
っ
て
、
団
体
の
行
為
が
観
念
さ
れ
て
お
り
、
団
体
的
責
任
の
考
え
方
が
正
面
か
ら
容
認
さ
れ
て
い
る
。
佐
久
間
修
氏
は
、

優
越
支
配
共
同
正
犯
説
を
、「
単
に
共
謀
に
参
加
し
た
者
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
者
が
『
圧
倒
的
な
優
越
的
地
位
』
か
ら
、
直
接
的
な
実

行
担
当
者
に
『
強
い
心
理
的
拘
束
を
与
え
』
た
な
ら
ば
、
そ
れ
が
『
現
場
の
実
行
行
為
の
一
部
分
担
と
評
価
し
得
る
程
度
の
実
質
を
備

え
る
』
範
囲
で
、
共
謀
共
同
正
犯
の
成
立
を
認
め
よ
う
と
す
る
見
解
」
と
定
義
し
、
こ
れ
を
「
優
越
的
行
為
支
配
説
」
と
呼
称

７
）

す
る
。

そ
し
て
、
優
越
的
行
為
支
配
説
に
対
し
て
、
適
切
に
も
、「
背
後
者
が
犯
行
全
体
を
支
配
し
た
と
い
う
だ
け
で
、
行
為
支
配
の
『
共
同
』

を
十
分
に
根
拠
づ
け
て
お
ら
ず
、
結
局
、
個
人
責
任
の
法
理
に
依
拠
し
た
説
明
に
な
っ
て

８
）

い
る
」
と
、
そ
の
問
題
点
を
指
摘
し
て
い

る
。佐

久
間
氏
自
身
は
、（
共
謀
）
共
同
正
犯
の
共
同
性
・
共
犯
性
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
論
述
し
て
い
る
。

そ
も
そ
も
、
共
謀
と
は
、
行
為
の
客
観
面
も
踏
ま
え
た
『
共
同
性
』
を
認
定
す
る
際
の
基
礎
資
料
」
に
と
ど
ま
る
の
で
あ
っ

て
、「
実
行
共
同
正
犯
に
あ
っ
て
も
、
元
来
は
他
人
で
あ
る
仲
間
の
犯
罪
事
実
を
本
人
に
帰
属
さ
せ
る
限
度
で
は
、
共
犯
者
相
互

の
『
共
同
性
』
を
契
機
と
し
た
個
人
責
任
法
理
の
修
正
原
理
が
働
い
て
い
る
」
の
で
あ
る
。
し
か
も
、「
共
謀
共
同
正
犯
の
理
論

が
共
同
実
行
の
規
範
的
把
握
か
ら
正
犯
性
を
拡
張
す
る
法
理
で
あ
る
な
ら
ば
、
も
っ
ぱ
ら
客
観
的
・
物
理
的
な
見
地
か
ら
み
て
、
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当
該
共
謀
者
の
待
機
し
た
場
所
を
問
題
に
す
る
の
は
不
合
理
」
で
あ
っ
て
、「
共
謀
者
自
ら
が
共
同
の
実
行
に
加
担
し
た
と
み
ら

れ
る
以
上
、
あ
え
て
共
謀
共
同
正
犯
の
理
論
を
援
用
す
る
必
要
も
な
い
」
し
、「
当
然
に
各
人
が
形
式
的
な
実
行
行
為
の
一
部
を

分
担
す
る
こ
と
が
絶
対
的
条
件
と
な
る
わ
け
で
は
な
い
。」
そ
こ
で
は
、「
ま
さ
し
く
共
同
正
犯
の
『
共
犯
性
』
に
依
拠
し
た
『
共

同
の
実
行
』
が
罪
責
評
価
の
前
提
と
な
る
」。
そ
の
場
合
、「
共
謀
共
同
正
犯
の
理
論
が
、
個
々
の
関
与
行
為
の
機
械
的
な
総
和
を

超
え
る
一
体
性
を
『
全
部
責
任
』
の
根
拠
と
す
る
以
上
、
そ
の
限
度
で
は
、
集
団
犯
罪
の
法
理
を
取
り
入
れ
た
も
の
」
と
考
え
る

こ
と
が
で

９
）

き
る
。
そ
し
て
、「
共
謀
の
場
面
で
主
導
的
な
役
割
を
果
た
し
た
者
は
、
各
人
の
主
観
的
認
識
や
客
観
的
地
位
に
応
じ

た
罪
責
を
問
わ
れ
る
べ
き
」
で
あ
る
。「
一
部
の
学
説
で
は
、
背
後
者
に
優
越
的
行
為
支
配
を
認
め
て
い
る
」
が
、
そ
う
し
た
事

実
に
も
と
づ
く
共
謀
共
同
正
犯
は
、
ご
く
例
外
的
な
事
案
に
限
ら
れ
る
」
の
で
あ
り
、「
そ
こ
で
は
、
実
行
を
分
担
し
な
い
共
謀

者
の
加
担
行
為
が
、
他
の
共
同
者
の
実
行
行
為
を
介
し
て
、
違
法
結
果
を
惹
起
す
る
危
険
性
を
著
し
く
高
め
た
場
合
に
限
定
さ
れ

る
」
の
で
あ
り
、
具
体
的
に
は
、「
犯
罪
実
現
の
現
実
的
危
険
性
が
判
断
基
準
と

10
）

な
る
。」

佐
久
間
氏
は
、
一
方
で
、
優
越
支
配
共
同
正
犯
説
（
氏
の
い
う
「
優
越
的
行
為
支
配
説
」）
の
見
解
を
強
く
意
識
し
、
こ
の
説
の
一

つ
の
面
、
具
体
的
に
は
共
同
正
犯
の
共
同
性
の
面
に
焦
点
を
当
て
て
展
開
す
る
と
と
も
に
、
他
方
で
、
共
同
正
犯
の
正
犯
性
と
と
も
に

共
犯
性
に
も
着
目
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
個
人
責
任
の
原
理
の
修
正
原
理
と
し
て
集
団
犯
罪
の
法
理
を
導
入
し
て
い
る
。
こ
の
共
同
正

犯
の
共
同
性
・
共
犯
性
は
、
先
に
引
用
し
た
論
述
か
ら
も
う
か
が
え
る
よ
う
に
、
大
塚
氏
の
優
越
支
配
共
同
正
犯
説
に
お
い
て
も
そ
の

端
緒
が
見
ら
れ
た
の
で
あ
る
が
、
佐
久
間
氏
は
、
こ
の
点
を
掘
り
下
げ
る
こ
と
に
よ
っ
て
自
ら
の
見
解
を
展
開
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

そ
の
意
味
で
、
佐
久
間
氏
の
見
解
は
、
大
塚
氏
の
優
越
支
配
共
同
正
犯
説
と
は
相
当
に
距
離
の
あ
る
見
解
で
は
あ
る
が
、
そ
の
延
長
線

上
、
そ
の
見
解
の
一
つ
の
展
開
型
と
し
て
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
思
う
。

⑦

準
間
接
正
犯
に
つ
い
て

さ
て
、
優
越
支
配
共
同
正
犯
説
の
論
者
は
、
周
知
の
よ
う
に
、
当
初
、
暴
力
団
の
親
分
・
子
分
の
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関
係
を
例
に
し
て
、
そ
の
理
論
を
展
開
し
た
。
す
な
わ
ち
、
暴
力
団
の
親
分
が
子
分
に
向
か
っ
て
あ
る
犯
罪
を
行
う
こ
と
を
命
じ
た
場

合
、「
親
分
の
行
為
に
つ
い
て
も
、
子
分
に
命
令
し
て
、
右
の
よ
う
な
拘
束
（
強
い
心
理
的
拘
束

括
弧
内
引
用
者
）
を
与
え
る
こ

と
は
、
単
な
る
教
唆
以
上
の
こ
と
を
や
っ
て
い
る
の
で
あ
り
、
間
接
正
犯
者
の
誘
致
行
為
に
準
じ
る
強
制
的
性
質
の
行
為
と
し
て
、
法

律
上
、
実
行
行
為
に
あ
た
る
も
の
と
評
価
し
て
よ
い
」
し
、「
子
分
の
実
行
行
為
と
相
ま
っ
て
当
該
犯
罪
を
実
現
し
た
も
の
と
し
て
、

そ
こ
に
共
同
正
犯
を
み
と
め
る
こ
と
が
で
き
る
」
の
で
あ
り
、「
こ
れ
は
、
ま
さ
に
、
間
接
正
犯
に
準
じ
る
場
合
で
あ
り
、
準
間
接
正

犯
と
い
っ
て
も

11
）

よ
い
」
と
論
述
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
優
越
支
配
者
で
あ
る
単
な
る
共
謀
者
の
行
為
、
先
の
例
で
い
え
ば
、
暴
力
団
の
親
分
の
子
分
へ
の
命
令
が
、「
間
接
正
犯

者
の
誘
致
行
為
に
準
じ
る
強
制
的
性
質
の
行
為
」
で
あ
る
と
し
て
も
、
そ
れ
を
「
準
間
接
正
犯
」
と
す
る
の
は
、
誤
解
を
招
き
か
ね
な

い
説
明
で
あ
る
。
と
い
う
の
は
、
こ
の
説
明
は
、
規
範
的
・
価
値
的
観
点
の
重
要
性
を
説
明
す
る
た
め
に
、
間
接
正
犯
の
名
を
借
り
て

は
い
て
も
、
そ
の
実
体
は
、
実
行
共
同
正
犯
の
射
程
範
囲
を
拡
張
し
、
そ
こ
に
共
謀
共
同
正
犯
の
類
型
を
放
り
込
む
た
め
の
理
論
構
成

で
あ
っ
て
、
共
謀
共
同
正
犯
の
理
論
を
い
わ
ば
裏
か
ら
取
り
込
む
よ
う
な
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
こ
の
説
に
対
し
て
、

「
間
接
正
犯
に
近
い
が
間
接
正
犯
で
は
な
い
よ
う
な
支
配
と
い
う
基
準
で
は
、
不
明
確
に
す

12
）

ぎ
る
」
と
の
批
判
が
加
え
ら
れ
る
の
も
、

ま
た
当
然
と
い
え
よ
う
。

⑧

支
配
型
・
対
等
型
の
共
謀
共
同
正
犯
に
つ
い
て

優
越
支
配
共
同
正
犯
説
に
対
し
て
は
、
周
知
の
批
判
、
す
な
わ
ち
、
各
共

同
者
が
命
令
・
受
命
、
支
配
・
被
支
配
の
タ
テ
の
関
係
で
加
功
し
て
い
る
支
配
型
の
共
謀
共
同
正
犯
を
基
礎
づ
け
る
こ
と
は
で
き
て

も
、
各
共
同
者
が
対
等
・
平
等
の
ヨ
コ
の
関
係
で
加
功
し
て
い
る
対
等
型
の
共
謀
共
同
正
犯
を
基
礎
づ
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
い
う

批
判
が
加
え
ら

13
）

れ
る
。

し
か
し
、
論
者
自
身
も
、「
優
越
支
配
共
同
正
犯
に
お
け
る
優
越
支
配
者
と
被
支
配
者
と
は
、
と
も
に
共
同
正
犯
者
な
の
で
あ
っ
て
、
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共
同
実
行
者
と
し
て
の
法
的
地
位
は
平
等
で
あ
り
、
対
等
な
の

14
）

で
す
」
と
発
言
し
て
い
る
こ
と
、
ま
た
、
後
に
、
刑
法
六
〇
条
の
共
同

正
犯
に
は
団
体
的
責
任
の
趣
旨
が
含
ま
れ
て
い
る
と
主
張
し
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
る
と
、
主
観
的
に
、
二
人
以
上
の
共
謀
者
・
共
同

者
が
、
あ
る
犯
罪
を
実
現
す
る
に
つ
い
て
、
相
互
的
に
そ
れ
ぞ
れ
の
行
為
を
利
用
し
合
い
、
補
充
し
合
っ
て
共
同
の
目
的
を
実
現
し
よ

う
と
す
る
共
同
実
行
の
意
思
を
形
成
し
、
客
観
的
に
、
そ
れ
ら
の
者
の
行
為
が
、
相
互
に
他
の
者
の
行
為
を
利
用
し
合
い
、
補
充
し
合

う
関
係
に
お
い
て
、
刑
法
の
規
範
的
観
点
か
ら
、
共
同
実
行
の
事
実
が
認
め
ら
れ
る
場
合
に
は
、
団
体
的
行
為
の
全
体
に
つ
き
、
各
人

は
そ
れ
ぞ
れ
の
責
任
を
負
担
す
べ
き
で
あ
り
、
論
者
に
お
い
て
も
、
支
配
型
に
限
ら
ず
対
等
型
に
つ
い
て
も
共
同
正
犯
を
肯
定
す
る
こ

と
が
で
き
る
と
考
え
ら

15
）

れ
る
。
勿
論
、
そ
の
場
合
で
も
、
共
同
者
が
単
な
る
共
謀
者
に
す
ぎ
な
い
と
き
に
は
、「
圧
倒
的
な
優
越
的
地

位
に
基
づ
く
強
い
心
理
的
拘
束
」
が
必
要
で
あ
る
し
、
一
部
・
全
部
の
実
行
行
為
の
分
担
者
で
あ
る
と
き
に
は
、
記
述
的
・
類
型
的
な

意
味
及
び
規
範
的
・
価
値
的
な
意
味
で
の
実
行
行
為
の
分
担
が
認
定
さ
れ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
先
の
周
知
の
批
判

は
、
優
越
支
配
共
同
正
犯
説
に
対
し
て
必
ず
し
も
妥
当
し
な
い
こ
と
に

16
）

な
る
。
但
し
、
そ
の
よ
う
に
い
え
る
と
し
て
も
、
そ
の
場
合
、

優
越
支
配
共
同
正
犯
説
は
、
そ
の
出
発
点
で
あ
っ
た
地
点
と
は
相
当
に
距
離
の
あ
る
位
置
に
立
っ
て
い
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
が
。

⑨

実
行
共
同
正
犯
の
拡
張
に
つ
い
て

以
上
の
考
察
で
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
優
越
支
配
共
同
正
犯
説
は
、
当
初
は
、「
準
間

接
正
犯
」
と
し
て
間
接
正
犯
の
名
目
を
借
り
て
は
い
た
が
、
そ
の
実
体
は
、
実
行
行
為
の
規
範
的
理
解
を
梃
子
に
、
論
者
が
こ
れ
ま
で

堅
持
し
て
い
た
（
実
行
）
共
同
正
犯
の
射
程
範
囲
を
拡
張
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
拡
張
さ
れ
た
部
分
に
、
一
般
に
共
謀
共
同
正
犯
と

さ
れ
る
類
型
を
包
摂
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
構
成
要
件
の
理
論
に
基
づ
い
て
記
述
的
・
類
型
的
な
観
点
に
よ
り
把
握
さ
れ
て
き

た
実
行
行
為
概
念
を
軸
と
す
る
形
式
的
実
行
行
為
説
か
ら
は
離
反
す
る
こ
と
と
な
り
、
規
範
的
・
価
値
的
な
観
点
に
よ
り
把
握
さ
れ
た

実
行
行
為
概
念
を
軸
と
す
る
実
質
的
実
行
行
為
説
へ
と
踏
み
入
っ
た
こ
と
に
な
る
。
そ
の
意
味
で
、
論
者
の
見
解
は
、「
よ
り
実
質
的

に
共
同
『
実
行
』
を
把
握
し
よ
う
と
す
る
点
で
は
、
近
年
に
お
け
る
構
成
要
件
論
の
進
展
と
軌
を
一
に
す
る
と
こ
ろ
が
あ

17
）

ろ
う
」
と
評

62國學院法學第54巻第3号 (2016)



さ
れ
る
の
も
、
構
成
要
件
論
「
進
展
」
か
「
崩
壊
」
か
、
評
価
の
分
か
れ
る
と
こ
で
は
あ
る
が
、
当
然
か
も
し
れ
な
い
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
優
越
支
配
共
同
正
犯
は
「『
共
謀
』
共
同
正
犯
で
は
な
い
」
と
い
う
論
者
の
主
張
と
は
裏
腹
に
、
ご
く
限
ら
れ

た
支
配
型
を
念
頭
に
お
く
も
の
で
あ
っ
て
も
、
優
越
支
配
共
同
正
犯
説
が
共
謀
共
同
正
犯
の
理
論
を
肯
定
す
る
見
解
で
あ
る
こ
と
は
否

定
で
き
な
い
の
で
あ
る
。

⑩

共
同
の
実
行
に
つ
い
て

私
見
の
理
解
に
よ
る
と
、
論
者
は
、
次
第
に
、
単
な
る
共
謀
者
の
指
示
・
命
令
の
行
為
そ
の
も
の

が
実
行
行
為
で
あ
る
と
い
う
当
初
の
構
成
を
後
退
さ
せ
、
単
な
る
共
謀
者
と
実
行
担
当
者
と
の
「
共
同
の
実
行
」
と
い
う
構
成
を
強
調

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
団
体
的
責
任
の
法
理
を
導
入
し
、
各
共
同
者
が
団
体
的
行
為
の
全
体
に
対
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
責
任
を
負
担
す
る

と
い
う
構
成
を
鮮
明
に
し
て
い
っ
た
も
の
と
考
え
ら

18
）

れ
る
。

こ
の
よ
う
な
優
越
支
配
共
同
正
犯
説
に
つ
い
て
は
、
こ
の
説
は
、

実
行
共
同
正
犯
の
射
程
範
囲
を
実
行
行
為
に
準
じ
る
行
為
に
ま

で
、
つ
ま
り
、
準
実
行
行
為
に
ま
で
、
拡
張
し
た
理
論
で
あ
る
と
い
う
理
解
、

実
行
共
同
正
犯
と
間
接
正
犯
と
が
結
合
し
た
両
概
念

の
統
合
形
態
と
し
て
、
新
た
に
優
越
支
配
共
同
正
犯
の
類
型
を
創
設
し
た
理
論
と
み
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
理
解
、
あ
る
い
は
、
も
っ

と
単
純
に
、

共
謀
共
同
正
犯
の
理
論
を
正
面
か
ら
肯
定
す
る
一
つ
の
見
解
に
す
ぎ
ず
、
こ
れ
ま
で
の
自
説
を
放
棄
し
た
も
の
で
あ
る

と
い
う
理
解
が
可
能
で
あ
ろ
う
。
も
し

と
す
れ
ば
、
優
越
支
配
共
同
正
犯
説
は
、
後
に
考
察
す
る
「
準
実
行
共
同
正
犯
説
」
と
同
旨

の
見
解
と
評
す
る
こ
と
が
で
き
る
し
、

と
す
れ
ば
、
記
述
的
・
類
型
的
な
意
味
の
実
行
行
為
に
代
わ
る
規
範
的
・
価
値
的
な
意
味
の

実
行
行
為
に
比
肩
し
う
る
も
の
と
し
て
、「
実
行
担
当
者
に
対
す
る
圧
倒
的
な
優
越
的
地
位
」
を
要
求
す
る
優
越
支
配
共
同
正
犯
と
い

う
新
た
な
共
同
正
犯
類
型
を
提
唱
し
た
見
解
と
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
し
、
あ
る
い
は
、

と
す
れ
ば
、
純
粋
か
つ
典
型
的
な
実
行
共

同
正
犯
と
広
範
に
認
め
ら
れ
が
ち
な
共
謀
共
同
正
犯
と
の
中
間
に
位
置
す
る
、
限
定
さ
れ
た
範
囲
の
共
謀
共
同
正
犯
を
提
唱
し
よ
う
と

す
る
見
解
と
評
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
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こ
う
し
て
、
優
越
支
配
共
同
正
犯
説
は
、
論
者
の
意
図
と
は
異
な
る
け
れ
ど
も
、
論
者
が
こ
れ
ま
で
そ
の
理
論
の
骨
格
と
し
て
き
た

「
記
述
的
・
類
型
的
な
観
点
と
規
範
的
・
価
値
的
な
観
点
と
の
併
用
」
で
は
な
く
、「
規
範
的
・
価
値
的
な
観
点
の
重
用
」
に
よ
り
、
よ

り
実
質
的
な
実
行
行
為
の
概
念
へ
と
傾
斜
し
て
い
っ
た
の
で
あ
り
、
そ
の
点
で
、
構
成
要
件
の
理
論
を
逸
脱
し
、
む
し
ろ
構
成
要
件
の

理
論
か
ら
の
離
反
が
図
ら
れ
て
い
る
と
解
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
ま
た
、
実
行
担
当
者
の
行
為
と
単
な
る
共
謀
者
の
そ
れ
と
の
「
規

範
的
な
一
体
性
」
を
重
視
し
、「
共
同
の
実
行
」
行
為
を
観
念
し
て
い
る
点
も
重
要
で
、
そ
の
点
で
、
個
人
責
任
の
原
理
を
超
越
し
、

む
し
ろ
団
体
責
任
の
原
理
に
よ
る
個
人
責
任
の
原
理
の
修
正
が
図
ら
れ
て
い
る
と
解
す
る
こ
と
も
で
き
よ
う
。

こ
う
し
た
移
行
・
転
換
の
点
を
捉
え
て
、
優
越
支
配
共
同
正
犯
説
は
曖
昧
な
点
を
多
く
抱
え
た
理
論
で
あ
る
と
評
す
る
こ
と
は
容
易

で
あ
る
が
、
そ
う
評
す
る
よ
り
も
、
優
越
支
配
共
同
正
犯
説
は
構
成
要
件
の
理
論
か
ら
完
全
に
脱
し
よ
う
と
す
る
過
渡
期
の
理
論
で
あ

る
と
評
す
る
方
が
適
当
か
も
し
れ
な
い
。

１
）

福
田
平＝

大
塚
仁
「〔
対
談
〕
最
近
の
重
要
判
例
に
見
る
刑
法
理
論
上
の
諸
問
題

５
・
上
）」
現
代
刑
事
法
六
四
号
（
二
〇
〇
四
年
）
一
四
頁
に
お

け
る
大
塚
氏
の
発
言
。
形
式
的
共
犯
論
・
実
質
的
共
犯
論
の
分
類
に
つ
い
て
は
、
大
谷
實＝

前
田
雅
英
・
エ
キ
サ
イ
テ
ィ
ン
グ
刑
法
総
論
（
一
九
九
九

年
）
二
四
三
頁
以
下
参
照
。
大
塚
氏
は
、
こ
こ
で
、
前
田
雅
英
氏
に
よ
る
形
式
的
共
犯
論
・
実
質
的
共
犯
論
の
分
類
を
批
判
的
に
論
じ
て
い
る
の
で
あ

る
。

２
）

大
塚
仁
・
刑
法
概
説
（
総
論
）（
第
四
版
）（
二
〇
〇
八
年
）
三
五
五
頁
。

３
）

福
田
平＝

大
塚
仁
・
注
１
文
献

５
・
上
）・
一
四
頁
に
お
け
る
大
塚
氏
の
発
言
。

４
）

大
塚
仁
・
注
２
文
献
・
二
八
一
頁
参
照
。

５
）

実
行
を
担
当
し
な
い
共
謀
者
が
、
社
会
観
念
上
、
実
行
担
当
者
に
対
し
て
圧
倒
的
な
優
越
的
地
位
に
立
ち
、
実
行
担
当
者
に
強
い
心
理
的
拘
束
を

与
え
て
実
行
に
い
た
ら
せ
て
い
る
場
合
」
に
つ
い
て
、
論
者
は
、
従
来
は
、
そ
の
者
は
「
実
行
担
当
者
と
同
様
に
、
実
行
者
と
評
価
さ
れ
る
べ
き
」
で
あ

り
、
そ
の
者
の
行
為
は
「
間
接
正
犯
者
の
誘
致
行
為
に
準
じ
る
強
制
的
性
質
の
行
為
と
し
て
、
法
律
上
、
実
行
行
為
に
あ
た
る
」（
大
塚
仁
・
犯
罪
論
の
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基
本
問
題
〔
一
九
八
二
年
〕
三
四
〇
頁
）
と
論
述
し
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
後
、
そ
の
「
共
謀
者
も
実
行
担
当
者
と
共
に
共
同
実
行
の
事
実
を
示
し

た
」（
大
塚
仁
「
共
同
正
犯
の
本
質
」
法
学
教
室
一
〇
九
号
〔
一
九
八
九
年
〕
三
三
頁
）、「
実
行
担
当
者
と
の
共
同
実
行
が
あ
っ
た
」（
福
田
平＝

大
塚

仁
・
注
１
文
献

５
・
上
）・
一
四
頁
に
お
け
る
大
塚
氏
の
発
言
）、
あ
る
い
は
「
規
範
的
観
点
か
ら
共
同
実
行
が
あ
る
」（
大
塚
仁
・
注
２
文
献
・
三
〇
七

頁
）
と
論
述
す
る
よ
う
に
変
化
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

６
）

大
塚
仁
・「
共
同
正
犯
の
本
質
」
法
学
教
室
一
〇
九
号
（
一
九
八
九
年
）
三
〇
頁
。

７
）

佐
久
間
修
・
刑
法
総
論
（
二
〇
〇
九
年
）
三
六
五
頁
参
照
。

８
）

佐
久
間
修
「
共
同
正
犯
に
お
け
る
集
団
犯
罪
の
法
理
」
齊
藤
誠
二
先
生
古
稀
記
念
・
刑
事
法
学
の
現
実
と
展
開
（
二
〇
〇
三
年
）
三
〇
〇
頁
。

９
）

佐
久
間
修
・
注
８
文
献
・
三
〇
二
〜
三
〇
三
頁
参
照
。

10
）

佐
久
間
修
・
注
７
文
献
・
三
六
五
〜
三
六
六
頁
参
照
。

11
）

大
塚
仁
・
犯
罪
論
の
基
本
問
題
〔
一
九
八
二
年
〕
三
四
〇
頁
参
照
。
但
し
、
す
で
に
考
察
し
た
よ
う
に
、
論
者
は
、
親
分
の
命
令
行
為
そ
の
も
の
が

「
実
行
行
為
に
あ
た
る
」
と
す
る
見
解
を
改
め
、「
規
範
的
観
点
か
ら
共
同
実
行
が
あ
る
」
と
す
る
見
解
に
変
更
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
大
塚
仁
・
注
２

文
献
・
三
〇
七
頁
参
照
。

12
）

浅
田
和
茂
「
共
謀
共
同
正
犯
」
中
山
研
一
ほ
か
・
レ
ヴ
ィ
ジ
オ
ン
刑
法
１
共
犯
論
（
一
九
九
七
年
）
七
八
頁
。

13
）

例
え
ば
、
平
野
龍
一
・
刑
法
総
論
Ⅱ
（
一
九
七
五
年
）
四
〇
二
頁
、
西
田
典
之
・
共
犯
理
論
の
展
開
（
二
〇
一
〇
年
）
五
〇
〜
五
一
頁
（
こ
の
論
文

の
初
出
は
、
西
田
典
之
「
共
謀
共
同
正
犯
に
つ
い
て
」
平
野
龍
一
先
生
古
稀
祝
賀
論
文
集
上
巻
〔
一
九
九
〇
年
〕
三
六
一
頁
以
下
）、
山
中
敬
一
・
刑
法

総
論
（
第
三
版
）（
二
〇
一
五
年
）
九
三
四
頁
な
ど
。

14
）

福
田
平＝

大
塚
仁
・
注
１
文
献

５
・
上
）・
一
四
頁
に
お
け
る
大
塚
氏
の
発
言
。

15
）

大
塚
仁
・
注
２
文
献
・
二
九
一
頁
、
二
九
九
〜
三
〇
〇
頁
参
照
。

16
）

な
お
、
佐
久
間
修
・
注
８
文
献
・
三
〇
四
頁
参
照
。

17
）

佐
久
間
修
・
注
７
文
献
・
三
六
五
頁
。

18
）

こ
う
し
た
大
塚
氏
の
理
論
構
成
が
佐
久
間
氏
の
そ
れ
に
き
わ
め
て
近
い
こ
と
は
、
指
摘
す
る
ま
で
も
な
い
で
あ
ろ
う
。

〔
未
完
〕
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